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（1）館長挨拶 

 

 

 

愛媛大学図書館長 

佐藤 智秋 

 

館長職も 3 年目になります。多様な図書館業務に関わり、認識を改めることも少なくありません。

中でも、大学図書館 DX がますます重要になっていると感じており、今回も大学図書館 DX に触れて

おきたいと思います。 

 

2021 年度には「愛媛大学オープンアクセス方針」が、翌 2022 年度には「愛媛大学研究データポリ

シー」が制定されました。2023 年度には、図書館システムの更新に合わせて、当館が運営してきた愛

媛地区共同リポジトリ IYOKAN から国立情報学研究所 NII が運用する共用リポジトリサービス

JAIRO Cloud への移行が予定されています。こうした当館の DX は、国内大学図書館のネットワーク、

関連諸団体（国立大学図書館協会、国立情報学研究所 NII、大学図書館コンソーシアム連合 JUSTICE、

オープンアクセスリポジトリ推進協会 JPCOAR 等）、そして学内諸組織との協力・連携のもとで動い

てきました。 

 

大学図書館 DX の目指す方向は、従来の物理的な場としての図書館と新たな「デジタル・ライブラ

リー」の融合とも言われています。デジタル化が進むと、図書館に来なくても図書館サービスの多く

を利用できるようになりますし、それに加えて、これまで存在しなかった新たな図書館サービスの提

供も構想されています。 

 

2022 年度の当館の統計を見ると、必ずしも右肩上がりと言えませんが、研究支援面では、図書資料

費全体に占める電子ジャーナル経費の割合は約 59％になり、教育支援面では、学生用図書購入費に占

める電子ブック購入費は 28％になりました。一方、同年度「図書館の利用に関するアンケート」の調

査結果では、学生のオンラインでの図書館利用は 5％程度に留まり意外なほど低調でした。今後、デ

ジタル・ライブラリーの機能が充実していく過程で、図書館は来館して利用するところという利用者

の捉え方も変わっていくと思われます。 

 

大学図書館 DX は道半ばです。できあがる姿がはっきりと見えているわけでありません。引き続き、

他の大学図書館、関連諸団体、学内諸組織との連携・協力が欠かせません。利用者のニーズの把握、

大学図書館の機能の確認、図書館サイドからの積極的な情報発信を継続していくことが必要です。人

材面では、デジタル・ライブラリーを支えていくライブラリアンを育成していきたいところです。皆

様には、愛媛大学図書館 DX へのご協力をよろしくお願いいたします。 
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（2）令和 4年度のトピック

 

新型コロナウイルス感染拡大防止への図書館の対応 

全館、閲覧座席数を 1/2 程度としました。 

学外者（一般利用）向けサービスを限定的に再開しました。「事前申込による図書資料の貸出 10/20

～」 

学術講演会 

令和 5 年 2 月 22 日（水）に対面／オンライン併用で、愛媛大学図書館学術講演会を開催しました。 

 小助川元太氏（愛媛大学教育学部教授）を講師とし、「愛媛大学鈴鹿文庫の魅力」と題する講演を行

いました。 

本学関係者 18 名、その他 15 名（愛媛県内 5 名、愛媛県外 10 名）の参加がありました。 

OA論文掲載料（APC）免除・割引について 

ホームページに情報をまとめて掲載しました。

愛媛大学オープンアクセス方針 

オープンアクセス方針を制定し、令和 4 年 4 月 1 日に施行しました。

サービス関係トピック

・令和 4 年度より ILL（文献複写・図書借用）にかかる費用を大学で補助し、無料としました。

・貸出冊数上限の増加（5 冊→10 冊）について、令和 4 年 10 月 3 日～12 月 27 日に試行しました。

・学外者（一般利用）の方へ事前申込による図書資料の貸出を 10 月 20 日に開始しました。

・古本募金から配分された予算で、初めて図書を購入しました。

【中央図書館】 

・平日の開館時間の変更（9：00→8：40）について、令和 4 年 7 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日に試行

しました。 

・中央図書館備え付け雑誌の入れ替えについて、アンケートを実施しました。

令和 4年度に変更した電子ジャーナル・データベース 

●変更

・新聞データベース：聞蔵Ⅱビジュアル

全面リニューアルし、名称が「朝日新聞クロスサーチ」に変更されました。
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（2）令和 4年度のトピック

 

●コンテンツ追加

・事典データベース：Japan Knowledge Lib

『使い方の分かる 類語例解辞典〔新装版〕』『小学館 オックスフォード英語類語辞典』が追加され

ました。 

令和 4年度貸出ランキング 

■中央図書館

1 位(89 回). ギルバート発生生物学 / Scott F. Gilbert 著 ; 阿形清和, 高橋淑子監訳. -- メディカル・

サイエンス・インターナショナル, 2015.

2 位(26 回). 公式 TOEIC listening & reading 問題集 / ETS 著 ; 7. -- 国際ビジネスコミュニケーショ

ン協会, 2020.

3 位(23 回). 公式 TOEIC listening & reading 問題集 / ETS 著 ; 8. -- 国際ビジネスコミュニケーショ

ン協会, 2021.

3 位(23 回). ウィルト発生生物学 / Fred H. Wilt, Sarah C. Hake 著 ; 赤坂甲治, 大隅典子, 八杉貞雄

監訳. -- 東京化学同人, 2006. 

■医学部分館

1 位(74 回). あたらしい皮膚科学 / 清水宏著. -- 第 3 版. -- 中山書店, 2018. 

2 位(27 回). ロビンス基礎病理学 / Vinay Kumar, Abul K. Abbas, Jon C. Aster 原著. -- 原書 10 版. -- 

エルゼビア・ジャパン, 2018.

3 位(27 回). 画像診断コンパクトナビ : 医学生・研修医必携 / 百島祐貴著. -- 第 4 版. -- 医学教育出

版社, 2016. 

■農学部分館

1 位(11 回). 絵とき水理学 / 國澤正和, 西田秀行, 福山和夫共著. -- 改訂 4 版. -- オーム社, 2018. 

2 位(11 回). 生態系サービスと人類の将来 : 国連ミレニアムエコシステム評価 / Millennium 

Ecosystem Assessment 編 ; 横浜国立大学 21 世紀 COE 翻訳委員会責任翻訳. -- オーム社, 2007. 

3 位(8 回). 植物病理学 / 眞山滋志, 土佐幸雄編. -- 第 2 版. -- 文永堂出版, 2020. 
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（3）概要

 

概要 

 大学の教育と研究を支える図書館は、全館で約 110 万冊の蔵書と約 19,000 種類の雑誌を有してお

り、城北地区に中央図書館、重信地区に医学部分館、樽味地区に農学部分館があり、夜間も開館して

います。中央図書館は 600 を超える閲覧室があり、全館で閲覧・貸出のほか、文献複写や情報リテラ

シー教育支援サービス等を行っています。

■施設設備（令和 4 年 5 月 1 日現在）

中央図書館 医学部分館 農学部分館 

総面積 7,320 ㎡ 1,851 ㎡ 1,444 ㎡ 

サービススペース 2,969 ㎡ 1,276 ㎡   835 ㎡ 

書庫 3,007 ㎡   320 ㎡   455 ㎡ 

座席数   620 席   240 席   142 席 

蔵書検索用 PC 5 台 2 台 2 台 

利用者用 PC   36 台   13 台 8 台 

無線 LAN   有り   有り 有り 

視聴覚ブース 3 台 10 台 3 台 

グループ学習室 3 室 1 室 1 室 

■開館時間（令和 4 年 5 月 1 日現在）

区分 平日 土曜日 日曜・祝日 

中央図書館 9:00～22:00 9:30～17:00 9:30～17:00 

医学部分館 9:00～21:00 9:00～17:00 （休館） 

農学部分館 9:00～20:00 9:00～13:00 （休館） 
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（4）資料の整備状況

 

文庫 

● 鈴鹿文庫

卜部（うらべ）神道家の鈴鹿三七氏（京都市左

京区）の旧蔵書。鈴鹿家が中世以降の神道家であ

るために蔵書の中心は神道関係であるが、物語、

随筆、日記類を含んでいる。国学関係の書写本、

板本、複製本、活字本、軸物、箱物等 7,432 点か

らなる。昭和 52 年 3 月から 53 年 2 月にかけて

購入し、一部は寄贈された。 

 後述する以下の貴重図書は鈴鹿文庫に含まれ

ている。 

・日次紀事(全 12 冊) ・鈴鹿本大和物語(全 1 冊) 

・宗鏡録 巻二十二 ・中阿含経 巻五十六

● 堀内文庫

安土桃山から明治初期までの刊本・写本。 源

氏物語の研究をはじめ、国学などについての郷土

における近世文学研究資料で 128 点からなる。

平成 11 年 3 月「堀内文庫目録」作成。昭和 62 年

3 月、松山市興居島堀内家子孫堀内昭三氏から寄

託された。 

『堀内文庫』松の落葉 

● 世紀堂文庫

故桜井武男氏（元聖カタリナ大学教授）旧蔵の

書画及び高橋俊夫氏と大矢野幸雄氏から寄贈さ

れた菱田正基（号は正紀）関係の書画など 106 点

からなる。 

● 愛媛大学記念文庫

昭和 34 年に開学 10 周年を記念して設置され

た。本学教員が著書を刊行する都度図書館が寄贈

を受け、図書館資料の充実と併せて研究の促進に

役立てている。中央図書館 2 階に書棚がある。 

● 松高同窓会文庫

平成 6 年に愛媛大学の母体の一つである「松

山高等学校」(大正 8 年から昭和 24 年)の創立 75

周年に併せて、松山高等学校同窓会会員の著書が

寄贈され、図書館で所蔵している関係の資料とと

もに、学内外の利用者に広く活用されることを目

的として設置された。中央図書館 2 階に書棚が

ある。 

● 永野文庫

小松藩医であった永野家（旧:周桑郡小松町、

現:西条市小松町）の旧蔵書。江戸中期から明治

にかけての貴重な古医学書、内科、外科、眼科、

産婦人科関係の書写本、板本、89 種、242 冊か

らなる。平成４年 5 月、当主の永野司一氏から寄

贈された。 平成 14 年 3 月「永野文庫目録」を

作成した。 

● 河野晶苑文庫

旧:西宇和郡保内町（現:八幡浜市）出身の篆刻

家、故河野晶苑氏の篆刻作品 555 点及び蔵書

1,163 冊からなる。平成 25 年 7 月、ご遺族の飯

田美年子氏から寄贈された。なお、平成 31 年 2

月、飯田氏から額装の作品等 54 点が追加で寄贈

された。 
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（4）資料の整備状況 

 

 

大型コレクション 

● 正倉院文書 

 奈良東大寺正倉院に御物として伝わる奈良時

代の古文書で、古代日本における根本史料の一つ。

原本は正集 45 巻、続修 50 巻、塵芥 39 巻、続修

後集 53 巻、続修別集 50 巻、続々修 439 巻から

なる。当資料は写真による複製版で全 110 巻。

昭和 54 年度購入。 

  

● 世界経済コレクション 

 国際貿易、国際金融等を中心とした世界経済に

関する年報や研究書からなり、主にイギリス及び

アメリカで刊行された図書 283 冊からなる。昭

和 57 年度購入。  

 

● 工業統計表総覧 

 明治 42年から昭和 54 年にかけて旧農商務省、

旧商工省及び通産省から刊行された基本統計で、

産業編・品目編・企業編・市町村編・用地用水編

等を含んでいる。当資料は、マイクロフィッシュ

で、1,479 枚からなる。昭和 60 年度購入。  

 

● ヘーゲルコレクション  

 ドイツの哲学者ヘーゲル（George Wilhelm 

Friedrich Hegel, 1770-1831）の生前に刊行した

著作の初版本、彼の死後に出版された講義集の初

版本、ラッソン、ホフマイスター等による代表的

校訂本、ヘーゲル学派の著作及びヘーゲル批評者

の著作等 424 点からなり、その内の 105 冊は貴

重図書に指定されている。昭和 62 年度購入。  

 

 

 

● 日本林制史調査資料  

 農林省が、旧藩主、山役人、名主、庄屋、地主、

山方請負等が所有する全国の現資料に基づき、入

会林野及び林野の所有関係等の土地制度、造林、

伐採、運材、植林等の制度・慣例に関してまとめ

たもの。旧所領、支配別に分けて約 20,000 件、

800,000 頁からなり、マイクロフィルムで収録さ

れている。昭和 63 年度購入。  

 

● アメリカ国務省外交文書 

 1861 年から 1968 年までの米国の外交全般に

わたる文書で、親書、条約原文、議会における大

統領年頭教書、外交問題に関する特別教書等が含

まれている。この中には、リンカ－ン大統領の暗

殺に関する特集、第一次世界大戦に関する外交親

書、1916 年から 1918 年までのロシア関係の文

書、1931 年から 1941 年までの日米関係文書が

ある。平成 4 年度購入。  

 

● シェイクスピアとその時代  

 16 世紀から現代におけるシェイクスピア関連

文献集成。約 2,000 点、800,000 頁がマイクロフ

ィッシュに収録されている。28 の研究主題別に

分類し、さらに研究主題が 8 分野に分類されて

いる。平成 6 年度購入。   

 

● イギリス中世近代コレクション 

 イギリスにおける中世及び近代の社会・文化・

経済を描写、論述したもの。182 タイトル 222 冊

からなる。平成 9 年度購入。 
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（4）資料の整備状況

 

貴重図書 

● 日次紀事 全 12 冊  (鈴鹿文庫の一点)

延宝 4 年成立・貞享 2 年序

京都を中心に記した年中行事の解説書。江戸前

期に行われていた日々の行事を節序・神事・公事・

人事・忌日・法会・開帳の順に月ごとに表し、閏

月や臨時の行事は年末に収めている。行事の実

情・風俗・人情・言語などを多彩に盛り込んだ史

料である。  

● 西條誌稿本 全 20 冊

伊豫国西條藩主松平頼学の命により、同藩儒学

者日野和煦の編述した西條領内村々の郷土誌で

ある。天保７年に命を受けた和煦は、領内村々の

庄屋から郷土資料を差し出させ、助編者竹内材介

等とともに領内各村を実地踏査し天保 13年に完

成した。昭和 30 年度購入。当資料は平成 13 年

10 月に CD-ROM 化及び Web で公開した。 

● 鈴鹿本大和物語 全 1 冊 (鈴鹿文庫の一点)

大和物語の流布本は二条家系統であるのに対

して、本書は異本系の一本にあたり、天理図書館

蔵の「御巫本」とごく近い関係にあることが認め

られている。正確な年代は不明だが、室町中期以

後の書写とみられている。  

● 多田満中（絵巻） 2 巻

満中は幸若舞曲を代表する一曲である。現存諸

本は語り本系と読み本系のものに分けられるが、

本絵巻は読み本系に属する一伝本と考えられる。

読み本系のものには、奈良絵本の体裁のものが十

本近く知られているが、絵巻は本絵巻以外にはな

く、成立は江戸中期頃と推定される。昭和 30年。 

● ヘーゲルコレクションの一部

ヘーゲルの名前が初めて活字に印されたル・ブ

レの著書をはじめ、ヘーゲルが生前に公刊した著

書の初版本、彼の死後初めて出版された講義集の

初版本または初期の版本、ヘーゲル学派及びヘー

ゲルの批評者たちの著書など 105 冊からなる。 

● 宗鏡録 巻二十二(鈴鹿文庫の一点)

中国の宋王朝(12 世紀前半)の時代に刊行され

た版本(木版刷り)のテキスト。もとは金沢文庫の

宋版「宋鏡録」全 100 巻の一部だったと考えら

れるが、旧蔵者の鈴鹿三七氏が入手した経緯は不

詳である。 

● 中阿含経 巻五十六(鈴鹿文庫の一点)

中国の宋王朝の時代に刊行された版本のテキ

スト。文化 5 年(1808)、現在の京都市東山区にあ

った三聖寺の経蔵を撤去した際、近江の学僧、

佐々木海量が所有し、その後各所に分散したと見

られる。本学所蔵のものは、その一冊と考えられ

る。 

● 米山日記 207 冊

嘉永元年(1848)から明治 30 年(1897)までの、

伊予松山の神官・書家、三輪田米山の日記。 202

冊は昭和 41 年度購入。ほか 5 冊のうち、2 冊は

平成 27 年 3 月に、残り 3 冊は平成 30 年 11 月

に、それぞれ寄贈された。 

度購入。 
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（4）資料の整備状況 

 

 

その他貴重書に準ずるもの 

● 堀内家文書 

 近世中期以降、松山藩領興居島村の庄屋であっ

た堀内家関係文書。昭和 62 年、松山市興居島堀

内家子孫堀内昭三氏から前述（「文庫」）の『堀内

文庫』と併せて寄託された。 

 

● 江嶋家文書  

 江戸時代初期に活躍した今治藩家老江嶋為信

関係文書、書簡、短冊、など 164 点の資料。平成

13 年 8 月、寄託された。平成 14 年 3 月「江嶋家

文書目録」作成。平成 15 年 1 月に CD-ROM 化

及び Web で公開した。 

 

『江嶋家文書』江嶋家屋敷図 

 

● 遠田家文書  

  江戸中期から明治後期の松山市三津地区の様

子を記した古文書、西南戦争に関する古い県庁の

書類、愛媛新報号外など 2,142 点の資料群。平成

16 年 2 月、寄託された。 

 

● 伊豫国大洲藩長浜町町会所記録  

  大洲藩長浜町（現：大洲市長浜町）の町行政文

書。町年寄の執務場所であり今日の市役所に相当

する町会所の享保8年（1723）から明治2年（1869）

までの年毎の記録 39 冊と、難破船に関する記録

1 冊からなる。平成 20 年度購入。 

 

● 秋山家文書 

  各地の小学校教員・校長、周桑高等女学校教員、

周桑郡社会主事、富田村（現:今治市富田）村会議

員を歴任した秋山平太氏とその家族の資料。平太

氏の父親で獣医でもあった米治氏の関係資料、子

息で明徳高等学校教諭を務めた太郎氏の関係資

料も含まれる。平成 25 年 5 月、寄贈された。 

 

● 櫻田家文書 

  元宇和島藩家老櫻田家に伝来した古文書・古記

録類 232 点及び美術工芸品類 59 点の資料群。平

成 27 年 2 月、寄贈された。 

 

● 加藤家文書 

  国分村（現:今治市国分）の庄屋、加藤家の古文

書・古記録類 4,295 点及び美術品類 29 点の資料

群。平成 29 年 7 月、寄贈された。 
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（4）資料の整備状況

 

蔵書整備方針 

愛媛大学図書館の蔵書整備は、平成 18 年 4 月 1 日から適用の方針に基づいて行われています。 

愛媛大学図書館資料収集方針

平成１６年４月１日 

附属図書館長決裁 

１．目的 

 この方針は、愛媛大学図書館において、学生の学習・調査のため、必要な新しい学術情報を、分野を問わず

可能な限り収集し、カリキュラムに対応した図書館資料の整備に努めるとともに、学習活動の一層の発展に資

するため、収集する資料の内容について必要な事項を定める。 

２．範囲 

 人文・社会科学及び自然科学を広く視野に入れた、全学問分野に亘る次の内容のものとし、記録方式・記録

媒体・物理的形態を問わない。（データ自体は所有せず、アクセス権のみを有する電子的資料を含む） 

（１）専門図書

教育、研究用図書で、専門誌又は新聞等の書評等での社会的評価の高い資料、重要度、利用度、緊急度

を考慮した最新版、改訂版 

（２）参考図書

各分野広範囲に亘る参考図書（辞典、事典、年鑑、年報、統計、白書、便覧、ハンドブック、年表、地

図、法令集、書誌・目録等二次資料） 

（３）一般教養図書

広範な教養を身につけるために必要な資料（社会・文化を理解するための資料、著名な全集、叢書、シ

リ－ズ、ベストセラ－、文学賞等の受賞作品、古典的名作）

（４）新聞、雑誌

国内外の主要新聞、本学の教育・研究に密接に関連する専門新聞、出版情報を主題とする新聞／専門雑

誌、総合雑誌、学習雑誌、教養雑誌、文芸雑誌 

（５）視聴覚資料

上記（１）から（４）に該当する内容を映像･音声等で表現した資料

（６）その他

ア．地域資料

イ．記念文庫図書

ウ．松高文庫図書

エ．本学関係資料

オ．図書館関連資料

附 則 

この要項は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は、平成１８年７月７日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。 

附 則 

この要項は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 
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（4）資料の整備状況

 

蔵書整備状況 

 資料別所蔵数と令和 4 年度の受け入れ数、過去 3 年分の所蔵資料数の推移、電子ジャーナルは表に

示すとおりです。 

■資料別所蔵数（令和 5 年 3 月 31 日現在）

（ ）内令和 4 年度受け入れ数 

■所蔵資料数の推移

年度 図書館名 図書（冊） 雑誌（タイトル数） 

令和 2 年度 

中央図書館 989,311 14,483 

医学部分館 41,902 1,098 

農学部分館 99,727 4,090 

計 1,130,940 19,671 

令和 3 年度 

中央図書館 984,820 14,483 

医学部分館 42,517 1,104 

農学部分館 100,129 4,091 

計 1,127,466 19,678 

令和 4 年度 

中央図書館 986,251 14,520 

医学部分館 41,414 1,068 

農学部分館 100,392 4,099 

計 1,128,057 19,687 

資料種別 区分 中央図書館 医学部分館 農学部分館 合計 

図 書 
和書 701,217(4,684)冊 28,561(444)冊 76,440(306)冊 806,218(5,434)冊 

洋書 285,034(473)冊 12,853(6)冊 23,952(36)冊 321,839(515)冊 

雑 誌 

(タイトル数)

和雑誌 10,431(1,156)種 717(578)種 3,159(1,004)種 14,307(2,738)種 

洋雑誌 4,089 (51)種 351(63)種 940(113)種 5,380(227)種 

新 聞 
日本語 13 紙 5 紙 7 紙 25 紙 

外国語 2 紙 2 紙 1 紙 5 紙 
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（4）資料の整備状況

 

■電子ジャーナル (有料分のみ)

電子ジャーナル（出版社） 契約タイトル数 

ScienceDirect(Elsevier) 44 

SpringerLink(Springer) 3 

Wiley Online Library (Wiley-Blackwell) 10 

JSTOR 116 

CUP(Cambridge University Press) 408 

OUP(Oxford University Press) 373 

その他 2,923 

合計 3,877 
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（5）利用者サービス

 

開館日時及び休館日等 

開館時間及び休館日は次のとおりです。 

（令和 4 年 5 月 1 日現在） 

● 中央図書館

曜日、期間等 開館時間 

授業のある

期間 

月曜日～金曜日 9:00～22:00 

土・日・祝日 9:30～17:00 

授業のない

期間 

月曜日～金曜日 9:00～19:00 

土・日・祝日 (休館) 

12.28～1.4 （休館） 

● 医学部分館

曜日、期間等 開館時間 

月曜日～金曜日 9:00～21:00 

土曜日 9:00～17:00 

日・祝日，12.28～1.4 （休館） 

● 農学部分館

曜日、期間等 開館時間 

月曜日～金曜日 9:00～20:00 

土曜日 9:00～13:00 

日・祝日，12.28～1.4 （休館） 

*8.7～9.23、及び 12.24～1.7 の土曜日は休業

利用統計 

令和 4 年度の入館者は、中央図書館延べ

146,213 人、医学部分館延べ 40,816 人、農学部

分館延べ 16,109 人、３館合計で延べ 203,138 人

です。 

 7 学部のうち 5 学部が中央図書館の所在する

城北キャンパスに集中していることから、他の２

館に比べて中央図書館の入館者数、貸出冊数は格

段に多くなっており、文献複写件数も多いことが

特徴です。 

●令和 4 年度図書館利用状況

中央 

図書館 

医学部 

分館 

農学部 

分館 

年間開館日数 312 291 279 

入館者数 146,213 40,816 16,109 

貸出冊数 31,264 3,732 2,335 

電子ブック 

アクセス数
5,324 

文献複写件数 

（依頼） 
1,877 827 292 

文献複写件数 

（受付） 
670 367 86 

相互貸借件数 

（依頼） 
427 1 21 

相互貸借件数 

（受付） 
209 2 5 
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（5）利用者サービス 

 

 

利用統計 

● 情報検索サービスとその利用状況 

名称 内容 同時 

アクセス数 
年間 

利用件数 
CiNii Research 国立情報学研究所（NII）が提供する文献を中心に研究

活動に関わる多くの情報を検索できるデータベース。 無制限 取得不可 

日経 BP 記事検索

サービス 

日経 BP 社が発行する雑誌記事をダウンロードできるサ

ービス。 無制限 6,087 

Scopus エルゼビア社が提供する世界最大級の抄録・引用文献デ

ータベース。 無制限 29,299 

Journal Citation 

Reports 
学術雑誌が他の文献に引用された回数等を集計し数値化

することによって、学術誌の重要度・影響度を計測する

データベース。 
無制限 2,570 

Essential Science 

Indicators 
学術論文の刊行数と引用数データに基づき、科学研究業

績に関する統計情報と動向データを編纂したデータベー

ス。  
無制限 30 

SciFinder-n アメリカ化学会（ACS）の Chemical Abstracts Service

（CAS）が提供する化学系データベース。 無制限 32,998 

MathSciNet AMS（American Mathematical Society：米国数学会）

が提供する数学文献の書誌・レビューデータベース。 無制限 12,019 

医中誌 Web 医学中央雑誌刊行会が作成する国内医学論文情報のデー

タベース。 
城北 2 

重信 4 31,518 

最新看護学索引 Web 看護分野に限定した文献データベース。 3,医学部限定 41 

メディカルオンラ

イン 

国内最大規模の医学・医療関連雑誌の全文データベー

ス。電子書籍も利用可。 
無制限 20,949 

CINAHL 看護・医療技術関連の文献データベース。 4,医学部限定 333 

Ovid EBM 

Reviews 
臨床家が「科学的根拠に基づいた医療（EBM）」を実

践する場面で必要となる情報を提供するデータベース。 1 1,132 

Business Source 

Elite 

EBSCOhost が提供する経営学・経済学、国際ビジネス

関連の雑誌論文・記事を中心に収録した全文データベー

ス。 

無制限 153 

ルーラル電子図書

館 

「食と農」をテーマにした農山漁村文化協会の出版物等

を収録する全文データベース。 
50 1,932 

朝日新聞クロスサ

ーチ 

朝日新聞の創刊（1879 年）から現在までの記事が検索

できるデータベース。 2 3,309 

日経テレコン 21 日本経済新聞社各紙の総合的な新聞記事データベース。 2 6,121 

ヨミダス歴史館 読売新聞の創刊（1874 年）から最新号（前日）までの

記事が検索できるデータベース。 
1 3,709 

愛媛新聞データベ

ース 

愛媛新聞の 1992 年 5 月から現在までの記事が検索でき

るデータベース。 1 9,241 
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（5）利用者サービス

 

利用者教育 

● ガイダンス・講習会

必修科目である「新入生セミナー」中において、新入生対象の図書館利用ガイダンスを実施してお

り、全学部 1 回生への初歩的な利用者教育が実現できています。 

 「大学院生のための図書館ガイダンス」、個人やグループでの「レポート・卒論のための資料集め講

座」等は予約制により実施しており、ゼミ単位で毎年申し込みのある講座もあります。 

 これらの他、高大連携授業の一環として附属高校の 1 年生を対象に、大学図書館の利用ガイダンス

を実施しています。 

中央図書館（令和 4年度） 

実施日 
実施回数 

参加人数 
概要 

R4.4.7 26 名 大学院生のための図書館ガイダンス 

R4.4.11～4.19 2 回 2 名 編入学生等対象図書館入門講座 

R4.4.13～5.31 8 回 1,467 名 初年次科目（新入生セミナー・コース初歩学習） 

「大学図書館における情報収集」（うち非同期型遠隔 5） 

R4.4.22～12.14 18 回 261 名 「レポート・卒論のための資料集め講座」等研究支援ガ

イダンス

R4.10.19～10.26 2 回 13 名 スタディ・スキル講座：レポートの書き方セミナー

（教育企画室との合同講座） 
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（5）利用者サービス 

 

 

医学部分館（令和 4年度） 

実施日 参加人数 概要 

R4.4.1 27 名 新採用研修医ガイダンス 於. 地域医療支援センター 

R4.4.7 3 回 341 名 
Visible Body 講習会（講師のみ同期型遠隔) 於．組織実

習室 

R4.4.15 60 名 

基礎セミナー「図書館利用ガイダンス」看護学科 

＋Visible Body 講習会（講師のみ同期型遠隔） 於．第 2

講義室 

R4.4.19 10 名 医学科大学院生ガイダンス 於．組織実習室 

R4.4.26 6 名 看護学科大学院生ガイダンス 於．情報科学実習室 

R4.5.6 109 名 
基礎セミナー「図書館利用ガイダンス」医学科 於．基礎

第 1 講義室 

R4.5.10 6 名 
看護学科大学院生ガイダンス CINAHL 講習会 （同期型

遠隔） 

R4.5.10 24 名 
Ovid EBM Reviews 講習会 於. 組織実習室（講師のみ同

期型遠隔） 

R4.5.14～6.27 4 回 9 名 レポート・卒論のための資料集め講座 

R4.9.14 67 名 看護学科 3 回生ガイダンス 於. 情報科学実習室 

R4.11.9 92 名 医学科 PreBSL(4 回生) 於. 組織実習室 

 

農学部分館（令和 4年度） 

実施日 参加人数 概要 

R4.4.25 123 名 高大連携授業「図書館ガイダンス」（同期型遠隔） 

R4.5.6 148 名 新入生セミナー「図書館利用ガイダンス」 

R4.11.15 3 名 「レポート・卒論のための資料集め講座」 
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（6）情報発信

 

機関リポジトリ 

愛媛大学機関リポジトリは、愛媛大学で創出された学術研究成果（学術雑誌論文、研究・調査報告

書、学位論文、教材など）を収集・蓄積・保存し、インターネット上において無償で公開するもので

す。 

■コンテンツ登録数（各年度末の登録総数）

H29 

年度 

H30 

年度 

R1 

年度 

R2 

年度 

R3 

年度 

R4 

年度 

Journal Article（学術雑誌論文） 503 509 516 516 523 525 

Thesis or Dissertation（学位論文） 45 134 171 186 203 226 

Departmental Bulletin Paper（紀要論文） 2,496 2,655 2,732 2,855 3,031 3,123 

Conference Paper（会議発表論文） 3 3 3 3 3 3 

Presentation（会議発表用資料） 0 0 0 0 0 0 

Book（図書） 6 6 12 12 13 13 

Technical Report（テクニカルレポート） 0 0 0 0 0 0 

Research Paper（研究報告書） 5 5 17 26 24 25 

Article（一般雑誌記事） 0 0 0 0 0 0 

Preprint（プレプリント） 0 0 0 0 0 0 

Learning Material（教材） 0 0 0 0 0 0 

Data or Dataset（データ・データベース） 0 0 0 0 0 0 

Software（ソフトウェア） 0 0 0 0 0 0 

Others（その他） 8 9 10 120 139 145 

合 計 3,066 3,321 3,461 3,718 3,936 4,060 

■コンテンツ利用状況

H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

ダウンロード数 468,998 31,184 46,352 87,242 41,657 59,379 

メタデータアクセス数 487,408 15,101 33,101 45,898 47,004 43,106 

※検索サイトから直に本文 PDF を利用した数が多いと思われる。

一般的にはアクセス数がダウンロード数より多くなる。

平成 30 年 9 月のシステム更新以降はカウント方法が異なる。

平成 30 年 4 月から 8 月のログは更新時の不具合により消失。
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（6）情報発信

 

貴重資料等のデジタルコンテンツ 

愛媛大学図書館 Web サイト→調べる・探す→貴重書 

図書館では、所蔵する貴重資料のデジタルコンテンツ化を図り、ホームページ上で下表の資料を情報

発信しています。 

資料名 公開数 概要 

近世絵画 11 点 近世、吉田蔵沢ほかの文人画 

俳家先哲墨蹟鑑 44 点 慶應４年編纂、近世俳家の墨蹟集 

江嶋家文書 78 点 江戸時代、今治藩家老江嶋為信関係文書・書簡・短冊 

多田満中（絵巻）   2 巻 江戸中期、幸若舞の絵巻物 

西條誌稿本 全 20 冊 近世（西條藩）の地方誌、絵図あり 

堀内文庫 105 点 

(目録 128 点) 

安土桃山から明治初期までの刊本・写本源氏物語研究ほか 

日次紀事 全 12 冊 京都の年中行事、伝本極めて稀（鈴鹿文庫中の 1 点） 

鈴鹿本大和物語 全１冊 室町中期以降、異本系の一冊（鈴鹿文庫中の 1 点） 

鈴鹿文庫 889 点 

(目録 7,432 点) 

神道、和歌、物語、随筆、日記などの書写本、板本等 

米山日記 220 冊 三輪田米山日記、歴史的・書家的価値 

河野晶苑文庫 120 点 女流篆刻家の篆刻・木額 
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（7）展示企画・イベント

 

展示企画 

ほぼ通年にわたって、様々な展示企画を実施しています。毎年中央図書館で 6 月に教科書センター

として実施している「教科書展示会」は、愛媛県立図書館で開催しました。 

●令和 4 年度実施の主な展示企画

時期 中央図書館 医学部分館 農学部分館 

4 月 

~6 月 

大学での学び入門 

大学教職員のための 48 冊 

ブックハンティング 2021 

7 月 

～9 月 

星を読もう 

LS おすすめ本（学生企画） 

10 月 

~12 月 

ブックハンティング 2021 

ビブリオバトル愛媛地区決

戦 2022 

科学道 100 冊 

狩猟の本特集 

ブックハンティング 2022 

1 月 

~3 月 

ブックハンティング 2022 

LS 選書（学生企画） 

ブックハンティング 

学生から希望者を募り、書店店頭で希望図書を選ぶ「ブックハンティング」を平成 19 年度から毎

年実施しています。令和 2～3 年度は集合形態では実施せず、店舗常設棚に置くだけの自由参加とし

ました。令和 4 年度は図書館が指定した書店サイトでの Web 選書としました。 

人数 

H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

中央図書館 20 9 9 ─ ─ 15 

医学部分館 11 13 11 未実施 未実施 3 

農学部分館 3 2 2 ─ ─ 2 

合計 34 24 22 ─ ─ 20 

冊数 

H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

中央図書館 160 83 87 117 219 190 

医学部分館 85 91 80 未実施 未実施 36 

農学部分館 68 23 16 8 8 41 

合計 313 197 183 125 227 267 

金額 

H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

中央図書館 352,748 165,108 161,631 254,484 381,290 480,986 

医学部分館 291,476 296,325 280,993 0 0 88,156 

農学部分館 120,781 70,313 39,362 9,422 15,978 58,839 

合計 765,005 531,746 481,986 263,906 397,268 627,981 

18



（8）図書館サポーター

 

図書館サポーター(LS：Library Supporters)の活動 

図書館サポーターは、平成 17 年 6 月に、愛

媛大学学生ボランティア団体 Student Campus 

Volunteers(SCV)の 8 番目の団体として発足し

ました。 

 平成 23 年度までの主な活動は、書架整理、

図書装備、館内環境整備、ミニ展示の飾り付け

等、図書館業務の補助でした。 

 平成 24 年度頃からは、主に中央図書館での

活動となり、書架整理などは継続しつつも、図

書館業務補助などに代わり、学生祭での図書館

利用促進のためのイベントや、ミニ展示などを

自主的に企画し、継続的に行うようになりまし

た。自分たちで作成する POP 付きの「オスス

メ本紹介」や情報紙「ひよこ」の発行など広報

活動を行っています。特に LS によるオススメ

本はよく利用されており、貸出も好調です。ま

た、LS 選書、館長との座談会などを通して、学

生目線で図書館に関わる機会がより増えていま

す。そのほか、平成 21 年度から SCV の活動拠

点ピア＠カフェの図書整備を担当しています。

学内の他のボランティア団体と積極的にコラボ

レーションを行っています。

学外での活動も行っており、平成 25 年度か

らは継続して大学図書館学生協働交流シンポジ

ウムへ参加を企画（※平成 25 年度は台風のた

め不参加、令和元年度は都合により不参加）

し、平成 27 年度には県内近隣大学の図書館サ

ポーターと交流する中で、平成 29 年度には近

隣大学と協力し第 7 回大学図書館学生協働交流

シンポジウムを主催しました。

●令和 4 年度の主な活動内容

・ おすすめ本の紹介

・ 大学祭での本の展示(POP 作成)

・ クリスマスツリーの飾り付け

図書館サポーターのミッションとバリュー 

● LS のミッション

愛媛大学に対して図書館の活用を促進すると

ともに、本に親しみやすい空間を提供する 

● LS のバリュー

学生の立場から図書館についての情報を発信する 

学生にとって利用しやすい図書館づくりに努める 

本に対する学生のニーズをもとに行動する 

● 「ミッション」と「バリュー」とは？

LS の母体となる SCV では、全体及び団体ごとに「ミッション」と「バリュー」を定めて活動し

ている。 

「ミッション」は組織全体の理念や精神を示す。SCV はお接待の文化をコンセプトにした愛媛大

学の学内に特化した活動のため、学生の充実した生活のために学内に焦点を絞った活動をしていく

ということが掲げられている。 

「バリュー」はミッションに向かって活動をして行く際の、行動価値基準となるものである。様々

な決断においてバリューを判断基準とすることでミッションに沿った活動につながっている。 

 大学における学生中心の団体では、運営におけるサイクルが非常に短く、創設期の想いや考え方

を継承することが難しいという面がある。だが、SCV ではこれらのミッションやバリューを設定す

ることで、設立から 10 年以上年月が経っても同じ志のもと活動を積み重ねている。 
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（9）広報活動

 

図書館刊行物 

広報活動の一環として、次の刊行物を発行しています。 

● 図書館年報（本誌）

年 1 回発行。沿革及び組織、各館の所在地と基本的な開館時間、統計･利用状況などを紹介。PDF

版を愛媛地区共同リポジトリで公開。 

● 図書館利用案内（日本語版・英語版）

年 1 回発行。基本的な利用の方法、各館の所在地及び連絡先と基本的な開館時間を掲載。学部･大

学院の新入生･編入学生･新任教職員に配付。 
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（10）施設・設備

 

施設の面積 

単位㎡ 

中
央
図
書
館 

サービス

スペース

閲覧スペース 2,509 

視聴覚スペース 35 

情報端末スペース 30 

その他 395 

小  計 2,969 

管理 

スペース

書庫 3,007 

事務スペース 444 

小  計 3,451 

その他 900 

総  面  積 7,320 

医
学
部
分
館 

サービス

スペース

閲覧スペース 1,073 

視聴覚スペース 48 

情報端末スペース 75 

その他 80 

小  計 1,276 

管理 

スペース

書庫 320 

事務スペース 146 

小  計 466 

その他 109 

総  面  積 1,851 

農
学
部
分
館 

サービス

スペース

閲覧スペース 586 

視聴覚スペース 6 

情報端末スペース 8 

その他 235 

小  計 835 

管理 

スペース

書庫 455 

事務スペース 95 

小  計 550 

その他 59 

総  面  積 1,444 

合

計 

サービス

スペース

閲覧スペース 4,168 

視聴覚スペース 89 

情報端末スペース 113 

その他 710 

小  計 5,080 

管理 

スペース

書庫 3,782 

事務スペース 685 

小  計 4,467 

その他 1,068 

総  面  積 10,615 

利用対象者数と閲覧座席数 

中央図書館 

利用対象者数ａ 

学生 9,112 

教職員 4,255 

合計 13,367 

閲覧座席数ｂ 620 

座席率ｂ／ａ 4.6% 

医学部分館 

利用対象者数ａ 

学生 1,144 

教職員 2,324 

合計 3,468 

閲覧座席数ｂ 240 

座席率ｂ／ａ 6.9% 

農学部分館 

利用対象者数ａ 

学生 912 

教職員 236 

合計 1,148 

閲覧座席数ｂ 142 

座席率ｂ／ａ 12.4% 

  （令和 4 年 5 月 1 日現在） 
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（11）経費

 

大学総経費に占める図書館総経費の推移 

年度 単位：千円 

H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

大学総経費 41,546,822 42,910,854 44,839,063 44,600,986 47,594,487 46,112,384 

図
書
館
総
経
費 

運
営
費 

人件費 138,758 133,703 132,027 129,641 126,729 129,350 

その他 38,621 31,866 34,338 43,343 34,943 35,100 

小 計 177,379 165,569 166,365 172,984 161,672 164,450 

資
料
費 

中央館資料費 207,153 173,128 167,257 176,272 165,779 166,669 

医学部資料費 38,353 37,420 35,324 33,581 37,509 33,136 

農学部資料費 5,717 6,722 6,889 11,262 10,412 5,279 

小 計 251,223 217,270 209,470 221,115 213,700 205,084 

内図書館資料費 27,587 24,600 24,600 22,660 24,160 23,360 

合 計 428,602 382,839 375,835 394,099 375,372 369,534 

資料の種類別経費の推移 

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

図書 38,474 38,535 36,683 37,194 34,549 27,721

雑誌 18,254 18,440 16,581 15,216 15,407 15,748

電子ジャーナル 168,812 128,210 124,859 126,891 124,767 121,145

その他 25,683 32,084 31,347 41,814 38,977 40,470
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（11）経費

 

学生用図書費の推移 

令和 2 年度における農学部分館の図書費は、上記「学生用図書費」以外に「学修環境資料費」（平成 30

年 7 月水害被害への補填措置）として 7,612 千円を執行。 

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

中 11,032 11,898 11,816 11,229 11,383 11,124

医 2,739 3,328 3,252 2,971 3,075 3,217

農 2,757 3,057 4,308 1,129 3,135 2,695
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（12）運営体制

 

図書館組織図 

図書館事務組織図 

図書館長 ━ 副館長

図書館委員会

自己点検・評価委員会

図書選定委員会

医学部分館長
医学部分館

図書委員会

農学部分館長
農学部分館

図書委員会
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（12）運営体制

 

委員会活動 図書館委員会 

R4 R4.5.25 審議事項 1 令和４年度図書館委員会委員等について 

報告事項 1 令和４年度図書館予算について 

2 令和 3 年度学部等推薦図書の整備状況について 

3 図書の利用状況について 

4 学長特別強化経費成果報告（令和元年度～令和 3 年度）に

ついて 

5 会議報告 

・第 70 回中国四国地区大学図書館協議会総会

・第 49 回国立大学図書館協会中国四国地区協会総会

6 資料閲覧簿の活用について 

7 分館近況報告 

R4.12.8 審議事項 1 諸規程の改正について 

2 令和 6 年度概算要求について 

3 学生用図書推薦額の算定基準の変更について 

4 図書の除籍について 

報告事項 1 令和 4 年度図書館予算の早期執行について 

2 分館近況報告について 

R5.3.9 報告事項 1 「図書館利用規程」の一部改正について 

2 図書館システムの更新予定について 

3 リポジトリ機能の JAIRO Cloud への移行について 

4 図書館学術講演会の開催について 

5 分館近況報告 

R5.3.20 審議事項 1 図書の譲渡について 

委員会活動 医学部分館図書委員会 

R4 R4.6.17 審議事項 1 令和４年度学生用図書の教員推薦について 

2 令和５年分医学部共通経費で購入予定の電子ジャーナル

について 

報告事項 1 令和 3 年度医学部分館資料費等支出結果 

2 令和 3 年度医学部分館利用統計 

R4.7.8 審議事項 1 令和５年度電子ジャーナル医学部推薦タイトルについて 

R5.3.24 審議事項 1 令和 5 年度医学部共通経費の医学部への予算要求額につ

いて 

報告事項 1 令和 3 年度教員推薦図書整備状況について 

2 蔵書点検結果について 
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（12）運営体制

 

委員会活動 農学部分館図書委員会 

R4 R4.5.27 審議事項 1 令和 4 年度農学部分館予算配分（案）について 

報告事項 1 令和 3 年度農学部分館資料費決算報告 

2 令和 4 年度農学部共通経費について 

R4.10.13 審議事項 1 令和 5 年度農学部共通経費要求書（案）について 

R4.12.16 審議事項 1 農学部分館備え付け雑誌の購入中止について 

令和 4年度 育成研修会等の参加記録（一般） 

開催年月日 研修会等名称［主催名］ 場所 参加者数 

R4.4.5～5.31 令和 4 年度愛媛大学新任教職員研修 愛媛大学 1 

R4.5.11～5.13 令和 4 年度大学人・社会人としての基礎力養成 

プログラム研修（新任職員） 
愛媛大学 1 

R4.5.25~5.26 令和 4 年度「次世代リーダー養成ゼミナール 

（第１回）」開放講義 
愛媛大学 1 

R4.7.22 性的マイノリティに関する理解促進セミナー 愛媛大学 5 

R4.8.24~8.26 SPOD フォーラム 2023 愛媛大学 1 

R4.10.7 人権侵害防止講習会 愛媛大学 2 

R4.10.26 令和 4 年度第 4 回千葉大学アカデミック・リンク/ 

ALP セミナー 
オンライン 1 

R4.11.14 令和 4 年度フォローアップ研修 愛媛大学 1 

R4.12.13 令和 4 年度会計系初任者研修 愛媛大学 2 

R4.12.19 ソフトウェアロボット（RPA）による業務効率化研修 愛媛大学 2 

R4.12.21 衛生管理者スキルアップ研修 愛媛大学 1 

R5.1.23 地方国立大学改革シンポジウム オンライン 1 

R5.3.2 令和 4 年度第 5 回千葉大学アカデミック・リンク/ 

ALP セミナー 
オンライン 2 

前期または後期 令和 4 年度放送大学利用による職員研修 放送大学 3 

令和 4年度 育成研修会等の参加記録（図書系） 

開催年月日 研修会等名称［主催名］ 場所 参加者数 

R4.5.29~5.31 NII 学術基盤オープンフォーラム 2023 オンライン 2 

R4.6.6~6.10 JOSS（Japan Open Science Summit）2022 オンライン 3 

R4.7.4~7.15 令和 4 年度大学図書館職員長期研修 オンライン 1 

R4.7.12~7.15 令和４年度日本古典籍講習会 オンライン 1 

R4.7.20 JUSTICE 電子資料契約実務研修会 オンライン 2 

R4.8.2 第 58 回愛媛県図書館講習会 県立図書館 3 
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（12）運営体制

 

R4.9.28 令和 4 年度国立大学図書館協会シンポジウム オンライン 4 

R4.10.12 国立大学図書館協会セミナー「災害と図書館」 オンライン 3 

R4.10.18~10.21 令和 4 年度大学図書館職員短期研修 オンライン 1 

R4.10.25 令和 4 年度国立大学図書館協会東海北陸地区助成 

事業研修会 

オンライン 4 

R4.10.28 第 63 回中国四国地区大学図書館研究集会 オンライン 5 

R4.11.14 第 24 回図書館総合展 NII フォーラム オンライン 1 

R4.11.25 令和４年度松山大学図書館情報学講演会 オンライン 2 

R4.11.28 研究データポリシー策定のためのワークショップ 

（国大図協会員館研修会） 
オンライン 2 

R4.12.2 国立大学図書館協会地区助成事業成果共有会 オンライン 1 

R4.12.7 2022 年度大学図書館シンポジウム オンライン 1 

R4.12.8 令和４年度国立大学図書館協会地区協会助成事業 

セミナー
オンライン 2 

R4.12.23 国立大学図書館協会｢GakuNin RDM に触れて 

みる会｣（第１回） 
オンライン 2 

R4.12.26 オープンサイエンス時代における大学図書館の 

在り方検討部会（第 7回） 
オンライン 4 

R5.1.11 国立大学図書館協会｢GakuNin RDM に触れて 

みる会｣（第２回） 
オンライン 1 

R5.1.25 オープンサイエンス時代における大学図書館の 

在り方検討部会（第 8 回） 
オンライン 4 

R5.1.27 令和 4 年度国立大学図書館協会近畿地区協会助成 

事業フォーラム 
オンライン 1 

R5.2.13 令和 4 年度国立大学図書館協会地区協会助成 

事業（中国四国地区）講習会 
オンライン 3 
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・令和 4年度 図書館の主な行事
実施・開催場所 

館 

内 

学 

内 

学 

外 

令和 4 年 

4 月 

年度を通じて全館で座席数を 1/2 程度に制限 入館は学内者のみとした 

1 日 新入生歓迎イベント「春の図書館クイズラリー2022」(中央図書館内)～15 日 ○ 

4 日 DX 推進室定例ミーティング(Teams)※令和 4 年度は第 2･4 週目の月曜定例開催 ○ 

22 日 第49回国立大学図書館協会中国四国地区協会総会(オンライン) ○ 

28 日 第70回中国四国地区大学図書館協議会総会（オンライン投票）～5月23日 ○ 

5 月 25 日 令和 4 年度第 1 回図書館委員会、図書館自己点検・評価委員会(オンライン) ○ 

26 日 令和 4 年度第 1 回愛媛大学研究 DX に向けた電子ジャーナル等検討 WG(オンライ

ン) 

○ 

27日 令和4年度第 1回農学部分館図書委員会(持ち回り) ○ 

6 月 1 日 令和 4 年度教科書展示会(県立図書館での代替開催)～16 日 ○ 

16 日 第 1 回図書館システム仕様策定委員会 ○ 

17 日 令和４年度第１回医学部分館図書委員会(オンライン) ○ 

23 日 第 69 回国立大学図書館協会総会(オンライン) ○ 

27 日 令和 4 年度第 2 回愛媛大学研究 DX に向けた電子ジャーナル等検討 WG(オンライン) ○ 

令和4年度SCV委嘱状授与式･SCV懇談会 ○ 

29日 令和4年度愛媛地区大学図書館協議会･企画実施委員会 ○ 

7 月 1 日 中央図書館開館時間変更（試行）9:00→8:40 ○ 

4 日 大学図書館職員長期研修(オンライン)～15 日 ○ 

7 日 第 2 回図書館システム仕様策定委員会 ○ 

8 日 令和４年度第２回医学部分館図書委員会(持ち回り) ○ 

19 日 令和 4 年度愛媛地区大学図書館協議会･総会 ○ 

8 月 2 日 第 58 回愛媛県図書館講習会 ○ 

4 日 第 3 回図書館システム仕様策定委員会 ○ 

22 日 中央図書館蔵書点検～26 日 ○ 

第 4 回図書館システム仕様策定委員会 ○ 

29日 新NACSIS-CAT/ILL 参加館テスト～10月31日(月) ○ 

9 月 12 日 第 5 回図書館システム仕様策定委員会 ○ 

22日 令和 4 年度第 3 回愛媛大学研究 DX に向けた電子ジャーナル等検討 WG(オンライン) ○ 

26日 第2回研究データ管理検討WG ○ 

28日 国立大学図書館協会シンポジウム｢大学図書館はどこへ向かう？：変えるべきこと、継承し

ていくこと｣ 

○ 
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10 月 3 日 ブックハンティング(Web 選書)～11 月 22 日 ○ 

4 日 職場体験受入(附属中学校生徒)～5 日 ○ 

13 日 令和 4 年度第 2 回農学部分館図書委員会(持ち回り) ○ 

18 日 大学図書館職員短期研修(オンライン)～21 日 ○ 

28日 第63回中国四国地区大学図書館研究集会(オンライン) ○ 

11 月 1 日 研究データ管理検討 小 WG ○ 

5 日 全国大学ビブリオバトル 2022 愛媛地区決戦(ひめテラス) ○ 

18日 国立大学図書館協会中国四国地区協会実務者会議(オンライン)※愛媛大学主催 ○ 

25日 令和 4 年度中国四国地区国立大学図書館所管部課長会議(岡山)※愛媛大学主催 ○ 

30日 研究データ管理検討 小WG第 2回 ○ 

12 月 8 日 令和 4 年度第 2 回図書館委員会(オンライン) ○ 

14 日 愛媛地区大学図書館協議会 研修会実施実行委員会(オンライン) ○ 

16 日 令和 4 年度第 3 回農学部分館図書委員会(持ち回り) ○ 

19 日 第三回研究データ管理検討 WG(ハイブリッド) ○ 

令和 5 年 

1 月 

感染拡大の中、感染対策を講じて開館を継続：愛媛県警戒レベル｢特別警戒期間｣(12/5～)･｢医

療ひっ迫警戒宣言｣(12/15)県内コロナ感染者数最多更新(1/6-5,219 人) 

23 日 愛媛地区大学図書館協議会 研修会実施実行委員会･第 2 回(オンライン) ○ 

2 月 
13日 

令和 4 年度国立大学図書館協会中国四国地区講習会｢一緒に考えよう！ウィズ／アフ

ターコロナ時代の大学図書館広報｣(オンライン)

○ 

22 日 令和 4 年度愛媛大学図書館学術講演会｢愛媛大学鈴鹿文庫の魅力｣ ○ 

27日 愛媛地区大学図書館協議会 研修会(オンライン) ○ 

3 月 9 日 令和 4 年度第 3 回図書館委員会(オンライン) ○ 

20 日 令和 4 年度第 4 回図書館委員会(持ち回り) ○ 
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愛媛大学では、令和 4 年度はコロナ禍による制限が

徐々に緩和され、入構感染防御対策を徹底し、対面授

業を実施することが基本方針となりました。 

図書館では、感染症対策の施設整備として、机上パ

ーティション･入館時の検温機器等の設置（令和 2 年

度）CO2 モニター設置、消毒液等の設置場所の増設

（令和 3 年度）を行い、より安心･安全な学習環境の

提供に努めてきました。 

しかし、コロナ禍は収束したわけではなく、第 7 波

のピーク時には県内で過去最多 3,516 人、第 8 波のピ

ーク時には同じく過去最多 5,219人の感染者数の発表

がありました。図書館では感染状況や、また、国際情

勢の変化による電気料金の高騰にも影響を受け、利用

者サービスの制限を調整しながらの開館を続けてき

ました。 

令和 2 年 3 月以降、来館で利用できるのは愛媛大学

の学生と教職員のみとして、令和 4 年度も前半は学外

の一般の利用者には来館をご遠慮いただきましたが、

10 月 20 日から「事前申込による図書資料の貸出サー

ビス」を開始し、一部制限を緩和しました。 

中央図書館では、令和元年度まで、授業期平日は 23

時までの延長開館として、22 時以降は 4 階フロアの

使用及び書庫への入庫を停止するなど、制限した開館

を行っていました。夜間の利用状況及び学生のみによ

る延長開館時のセキュリティ等の問題から、勤務シフ

ト見直しにより開館時間内の制限を解消するための

開館試行を検討しておりました。準備段階でコロナ禍

となり、十分な試行が出来ていませんでしたが、感染

状況がやや落ち着き、通常に近い開館が可能になった

ことから、令和 3 年度から 4 年度にかけて検証を行う

事ができました。また、全館で学生・教職員の貸出冊

数増加の試行も行いました。（10月 3日～12月27日） 

入館者数等の利用状況を検討し、中央図書館の開館

時間を、授業期平日は 8 時 40 分から 22 時まで、土・

日・祝日は 9 時 30 分から 20 時までとし、全館で学

生・教職員の貸出冊数上限を 5 冊から 10 冊に変更す

る利用規定の改正を令和 4 年度の図書館委員会で決

定しました。(施行は令和 5 年 4 月 1 日付) 

また、図書館では以前から電子的資料を積極的に整

備してきましたが、規程類は紙媒体の資料を主なもの

とする表現が残っていました。大学設置基準の改正に

伴い、図書館の諸規定も、図書館で整備する学術情報

は、記録媒体を問わず、電子的資料も含むことを前提

とした表現とする改正を行いました。 

 資料の収集・保存への取り組みについては、平成 13

年 3 月の芸予地震を契機に旧家や寺院などに残る歴

史資料の救出や保全活動に取り組もうと設立された

任意団体「愛媛資料ネット」（代表・胡光法文学部教

授）等とも連携して、今後も充実を図っていく予定で

す。 

さらなる DX（デジタルトランスフォーメーション）

や、全世界的なオープンサイエンスが進展する中で、

研究の公正性を保つためにも、研究成果だけでなく、

研究の過程で生成される様々なデータ等の管理や公

開についての方針を定めることが求められています。

愛媛大学では令和 5 年 3 月に「愛媛大学研究データポ

リシー」を制定しており、策定には図書館も参画しま

した。 

 図書の購入と整備については、学部及び教育・学生

支援機構へ学生用図書の選定を依頼し、推薦された選

書リストにより購入・整備を行っており、令和 4 年度

は 1,446 冊を購入しました。また、図書館職員による

新刊図書の推薦により、話題の図書を迅速に購入・提

供できる体制をとっています。さらに、コロナ禍以前

から整備を進めていた電子ブックについて、遠隔での

授業が実施されるなどの状況の中、さらに積極的に購

入し、令和 4 年度は全館で 375 タイトルを購入しまし

た。 
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 利用者教育については、新入生全員に新入生セミナ 

ーでの「図書館利用ガイダンス」を例年実施していま

す。令和 4 年度はコロナ禍の影響もあり、学部ごとの

要請に応じて Moodle などのオンラインと対面の 2 方

法で実施し、計 14 回で計 1,812 人が受講しました。

また、学年進行に合わせて「レポート・卒論のための

資料集め講座」や「大学院生のための図書館ガイダン

ス」、学生と教員対象の文献検索ガイダンス及びデー

タベース等の講習会を継続して実施、オンラインで実

施したものも含め、計 35 回で延べ 859 人が受講しま

した。附属高等学校の生徒も高大連携授業のため大学

図書館を利用することから、例年ガイダンスを実施して

おり、令和 4 年度は 1 年生 123 名がオンラインで受講

しました。 

 電子ジャーナルについては、パッケージ契約の解除

を Wiley 社及び Springer 社(平成 30 年 1 月以降)と

Elsevier 社(平成 30 年 4 月以降)について行い、それ

ぞれ個別タイトルでの契約に変更、この方法を現在も

継続しています。また、全学で整備する電子ジャーナ

ルやデータベース等は、継続的に「愛媛大学研究 DX

に向けた電子ジャーナル等検討 WG」で検討し、購入

タイトルを調整しています。なお、契約外の電子ジャ 

ーナル/タイトル（講読誌以外のもの/非講読タイトル）

に対するニーズを満たすため、Elsevier 社の前払い

PPV による論文提供サービスを医学部キャンパス限

定で平成 30 年 8 月から実施しています。 

主として中央図書館 2 階エレベーター前のスペー

スなどを活用し、図書館の利用促進や所蔵資料の活用

促進を目的として、授業進行・季節・イベント･文学賞

の発表などに合わせた様々なテーマの展示を、令和 4

年度は全館で計 16 回実施しています。また、利用者

参加型の企画として学生・院生が書店店頭で図書館蔵

書に加えたい図書を選ぶ「ブックハンティング」につ

いて、令和 4 年度は Web 選書により実施し、267 冊

の図書館蔵書が選定されました。また、Web 申込等に

よる希望図書も年間を通して受け付けており、電子ブ

ックの試読サービス等も積極的に実施しています。企

画展示と学生からの希望図書の購入は、どちらも利用

者の図書館に対する関心を高めるのに有意義だと考

えており今後も継続して実施していく予定です。 

 「愛媛大学鈴鹿文庫」は、平成 15(2003)年度からデ

ジタル化に着手し、予定していた資料の撮影が令和 3

年度に完了、令和 4 年度にその画像を公開して、20 年

近くにわたるデジタル化事業が完了しました。その完

了を記念し、教育学部長の小助川元太教授による、愛

媛大学図書館学術講演会「愛媛大学鈴鹿文庫の魅力」

を令和 5 年 2 月 22 日にオンライン／会場参加併用で

開催しました。学内外から約 30 名の参加がありまし

た。 

図書館サポーター（平成 17 年 6 月愛媛大学学生ボ

ランティア団体 SCV：Student Campus Volunteer の

8 番目の団体として発足）は、愛媛大学生に対して図

書館の活用を促進するとともに、本に親しみやすい空

間を提供することをミッションとしています。令和 4

年度は継続しておすすめ本を紹介し、大学祭では

POP とともに本の展示を行いました。12 月には中央

図書館内にクリスマスツリーを飾り付けるなどの活

動を行いました。 

 図書館からは、現在は主に図書館 Web サイト上及

び Twitter での広報活動により活発な情報発信を行っ

ており、「図書館利用案内」等も定期的に発行し、利用

者に配布しています。また、過去に発行していた紙媒

体の「図書館だより」(第 1 号～第 109 号)は、本学の

機関リポジトリに登録しており、オンラインで読むこ

とができます。 
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令和 4年度学術情報基盤実態調査による他大学との比較表 

経費                       （B クラス：国立大学のうち、5~7 学部を有する大学） 

項 目 愛媛大学 国立大学平均 B クラス平均 

大学総経費（千円） 47,594,487 33,950,909 1.40 32,390,200 1.47 

図書館総経費（千円） 323,198 453,502 0.71 335,076 0.96 

資料費（千円） 162,013 254,514 0.64 193,260 0.84 

運営費（千円） 34,455 56,911 0.61 49,754 0.69 

人件費（千円） 126,730 142,077 0.89 92,062 1.38 

学生数 9,112 6,933 1.31 7,349 1.24 

学生１人当たり図書館資料費（千円） 17.78 36.71 0.48 26.30 0.68 

大学総経費に占める 

   図書館総経費の割合（％） 
0.68 1.34 0.51 1.03 0.66 

大学総経費に占める 

   図書館運営費の割合（％） 
0.07 0.17 0.43 0.15 0.47 

図書館総経費に占める 

   図書館運営費の割合（％） 
10.66 12.55 0.85 14.85 0.72 

図書館総経費に占める 

      人件費の割合（％） 
39.21 31.33 1.25 27.47 1.43 

図書館総経費に占める 

      資料費の割合（％） 
50.13 56.12 0.89 57.68 0.87 

大学総経費に占める 

      資料費の割合（％） 
0.34 0.75 0.45 0.60 0.57 

資料 

項 目 愛媛大学 国立大学平均 B クラス平均 

蔵書数(冊） 1,120,488 1,180,202 0.95 879,973 1.27 

図書受入数（冊） 7,554 9,557 0.79 6,207 1.22 

雑誌受入数（種） 3,174 1,974 1.61 1,484 2.14 

図書館・室の職員（令和 4 年 5 月 1 日現在） 

項 目 愛媛大学 国立大学平均 B クラス平均 

専任職員（人） 18 18 1.02 12 1.55 

臨時職員（人） 22 23 0.95 20 1.11 

職員合計（人） 40 41 0.98 31 1.27 

図書館員１人あたり学生数（人） 228 170 1.34 234 0.97 

書架収容力（令和 4 年 5 月 1 日現在） 

項 目 愛媛大学 国立大学平均 B クラス平均 

収容可能冊数（冊） 784,833 1,174,164 0.67 850,935 0.92 
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定量的評価指標による基礎データ（令和 4年度実績） 

大学・図書館規模 

大学規模 

a1.1 予算規模（千円） 46,112,384 

a1.2 学部規模（学部数） 7 

a1.3 キャンパスの数 3 

a1.4 学生数及び教職員数 

a1.4.1 総学部学生・院生在籍数（人） 9,112 

a1.4.2 教職員数（人） 4,255 

  合計（人） 13,367 

a1.5 図書館規模 

a1.5.1 蔵書冊数（冊） 1,121,009 

a1.5.2 逐次刊行物所蔵数（種） 19,597 

a1.5.3 図書館・図書室数 3 

a1.5.4 図書館施設面積（㎡） 10,615 

a1.5.5 図書館職員数（非常勤職員・内数） 39 

資源 

a2.1 蔵書数 

  利用対象者あたりの蔵書冊数（冊） 84 

a2.2 収集活動 

a2.2.1 利用対象者あたりの年間購入図書（冊） 0.35 

a2.2.2    〃     購読雑誌数（種） 0.05 

a2.3 目録資源 

  OPAC データ入力率（電子化率:%） 93 

管理運営 

a3.1 職員 

a3.1.1 図書館職員あたりの利用対象者数（人） 343 

a3.1.2    〃     蔵書数（冊） 28,744 

a3.1.3    〃     図書受入冊数（冊） 153 

a3.1.4    〃     雑誌受入数（種） 76 

a3.2 施設設備 

a3.2.1 利用対象者あたり図書館面積（㎡） 0.79 

a3.2.2 閲覧座席数（席） 1,002 

a3.2.3 利用対象者あたり閲覧座席数（席） 0.07 
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a3.3.1 開館状況 

  年間開館  日数（平均） 294 

        時間数（平均） 3,237 

        中央図書館 日数 312 

       時間数 3,645 

        医学部分館 日数 291 

       時間数 3,292 

        農学部分館 日数 279 

       時間数 2,775 

a3.3.2.1 授業実施日ではない開館日・休日・時間外の開館状況（中央図書館） 

  授業実施日ではない開館日・休日開館日数（日） 59 

  授業実施日ではない開館日・休日開館時間数（時間） 545 

  時間外開館時間数（時間） 56 

a3.3.2.2 授業実施日ではない開館日・休日・時間外の開館状況（医学部分館） 

  授業実施日ではない開館日・休日開館日数（日） 0 

  授業実施日ではない開館日・休日開館時間数（時間） 0 

  時間外開館時間数（時間） 0 

a3.3.2.3 授業実施日ではない開館日・休日・時間外の開館状況（農学部分館） 

  授業実施日ではない開館日・休日開館日数（日） 80 

  授業実施日ではない開館日・休日開館時間数（時間） 817 

  時間外開館時間数（時間） 249 

サービス 

a4.1 図書館アクセス 

  入館者数（人） 203,138 

  利用対象者の平均来館数（回）※学外者を含む 11 

a4.2 貸出 

  貸出冊数（冊） 37,331 

       学生（冊） 33,472 

       教職員（冊） 3,535 

       学外者（冊） 324 

  利用対象者あたり平均貸出冊数(冊）※学外者を含む 2.06 

a4.3.1 ILL 

  貸借（受付：件） 216 

  貸借（依頼：件） 449 

  複写（受付：件） 1,123 

  複写（依頼：件） 2,996 
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経費 

a5.1 全般 

a5.1.1 図書館総経費（千円） 344,036 

a5.1.2 大学総経費に占める図書館総経費の割合（％） 0.75 

  利用対象者あたりの図書館経費（千円） 26 

a5.2 図書館運営費 

a5.2.1 運営費（千円） 164,450 

           人件費（千円） 129,350 

           その他（千円） 35,100 

a5.2.2 図書館総経費に占める図書館運営費の割合（％） 47.80 

a5.2.3     〃      人件費の割合（％） 37.60 

a5.2.4     〃      その他の運営費の割合（％） 10.20 

a5.3 図書館資料費 

a5.3.1 図書（千円） 22,646 

  雑誌（千円） 15,748 

  電子ジャーナル（千円） 121,146 

  その他（千円） 20,046 

  資料費合計（千円） 179,586 

a5.3.2 図書館総経費に占める図書館資料費の割合（％） 52.20 

      〃      図書購入費の割合（％） 6.58 

      〃      雑誌購入費の割合（％） 4.58 

      〃      電子資料費の割合（％） 35.21 

      〃      その他の資料費の割合（％） 5.83 

a5.3.3 利用対象者あたりの図書館資料費（千円） 13 

      〃     図書購入費（千円） 2 

      〃     雑誌購入費（千円） 1 

      〃     電子資料費（千円） 9 

      〃     その他の資料費（千円） 1 

a4.3.2 ILL 受付件数と依頼件数の割合 

  貸借（依頼／受付） 2.08 

  複写（依頼／受付） 2.67 
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愛媛大学図書館利用規程 

                                             平成 16 年 4 月 1 日   

                                                制       定                                                                                       

  （趣旨） 

第１条  この規程は、愛媛大学図書館規則第１１条の規定に基づき、図書館の利用に関し必要な事項

を定めるものとする。 

  （定義）  

第２条  この規程において「図書館資料」（以下「資料」という。）とは、図書館が整備する学術情報の

うち、次の各号に掲げるものをいう。 

  (1) 図書 

  (2) 逐次刊行物 

  (3) 視聴覚資料 

  (4) 電子的資料 

  (5) その他の資料 

  （開館時間） 

第３条  開館時間は、次の表のとおりとする。 

  曜日等 

 

館別 

授業期 授業期以外 

月曜日～金曜日 土 曜 日 休日及び日曜日 月曜日～金曜日 

中央図書館 8:40 ～ 22:00 9:30 ～ 20:00 9:30 ～ 20:00 8:40 ～ 19:00 

医学部分館 9:00 ～ 21:00 9:00 ～ 17:00 （休  館） 9:00 ～ 21:00 

農学部分館 9:00 ～ 20:00 9:00 ～ 13:00 （休  館） 9:00 ～ 20:00 

授業期は、「愛媛大学授業日程」の授業開始日から終了日までをいう。ただし、医学部分館及び農学

部分館は、夏季及び冬季休業期以外を授業期とする。 

 

２  前項の規定にかかわらず、館長又は分館長（以下「館長等」という。）が必要と認めた場合は、開

館時間を変更することができる。 

  （休館日等） 

第４条  図書館の休館日は、次の各号に掲げる日とする。 

  (1) 中央図書館の休館日 

    イ  授業期以外の日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規
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定する休日（以下「休日」という。） 

    ロ  年末年始（１２月２８日から翌年１月４日まで） 

  (2) 医学部分館の休館日 

    イ  日曜日及び休日 

    ロ  年末年始（１２月２８日から翌年１月４日まで） 

  (3) 農学部分館の休館日 

    イ  日曜日、休日並びに夏季及び冬季休業中の土曜日 

    ロ  年末年始（１２月２８日から翌年１月４日まで） 

２  前項の規定にかかわらず、館長等が必要と認めた場合は、臨時に休館又は開館することができる。 

  （利用者の範囲） 

第５条  図書館を利用できる者は、次の各号に掲げる者とする。 

  (1) 本学の職員及びこれに準ずる者（以下「職員」という。） 

  (2) 本学の学生及びこれに準ずる者（以下「学生」という。） 

  (3) 本学の元職員、卒業生及び大学院修了者 

  (4) 図書館の利用を申し出た一般の利用者 

  （利用証の交付） 

第６条  図書館を利用する者（以下「利用者」という。）は、所定の手続を経て、図書館利用証の交付

を受けることができる。 

２ 前条第１号及び第２号に掲げる者のうち、愛媛大学（以下「本学」という。）が職員証又は学生証

を発行している者は、それをもって図書館利用証とすることができる。 

 （閲覧） 

第７条  利用者は、特に指定する資料を除き、図書館が整備する資料を自由に閲覧することができる。 

２  特に指定する資料（書庫内図書、貴重図書等）の閲覧に関し必要な事項は、別に定める。 

 （閲覧の制限） 

第８条 次の各号に掲げる場合は、資料の閲覧を制限することができる。 

 (1) 資料に「独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律（平成１３年法律第１４０号）」

第５条第１号及び第２号に掲げる情報が記録されていると認められる場合における、当該情報が

記録されている部分 

 (2) 資料の全部又は一部を一定の期間公にしないことを条件に公文書等の管理に関する法律   

（平成２１年法律第６６号）第２条第７項第４号に規定する法人その他の団体又は個人から   

寄贈又は寄託を受けている場合における、当該期間が経過するまでの間 

  (3)  資料の原本を利用させることにより、当該原本の破損若しくはその汚損を生じるおそれ   

がある場合又は図書館において当該原本が現に使用されている場合 

２ 試験期間中において館内が非常に混雑している場合等、教育、研究、学習等に支障をきたすおそ

37



（16）図書館関連規程 

 

 

れのある場合においては、館長等は、館内での閲覧を制限することができる。 

 （個人情報漏えい防止のために必要な措置） 

第８条の２ 館長等は、資料に個人情報（生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる

氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの（他の情報と照合す

ることができ、それにより特定の個人を識別することができることとなるものを含む。）をいう。）

が記録されている場合には、当該個人情報の漏えい防止のため、愛媛大学個人情報管理規則を準用

し、適切な管理を行う。 

  （館外貸出し） 

第９条  館長等は、利用者が希望する場合、物理的形態を備え、図書館で管理している資料について、

館外へ貸出し（以下「貸出し」という。）することができる。 

２ 前項の場合において、利用者は、所定の手続を経て、資料を館外へ帯出するものとする。 

（貸出冊数及び期間）   

第１０条 貸出しを受けることのできる資料の冊数及び期間は、次の表のとおりとする。 

ただし、貸出冊数の合計は、同表図書の欄に定める貸出冊数を超えないものとする。 

 

（１） 中央図書館及び農学部分館 

         区分 

 

 利用者別 

図  書 製本雑誌 

貸出冊数 貸出期間 貸出冊数 貸出期間 

本学の職員 

１０冊以内 

２週間 

 

５冊以内 ３日間 

本学の学生 

本学の元職員、 

卒業生及び 

大学院修了者 

 

 

５冊以内 

（貸出不可） 

図書館の利用 

を申し出た 

一般の利用者 
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（２） 医学部分館 

 

区分 

 

利用者別 

図  書 製本雑誌 

貸出冊数 貸出期間 貸出冊数 貸出期間 

本学の職員 

１０冊以内 

２週間 

５冊以内 ３日間 
本学の学生 

本学の元職員、 

卒業生及び 

大学院修了者 

５冊以内 

（貸出不可） 
図書館の利用 

を申し出た 

一般の利用者 

３冊以内 

 

２ 職員及び学生は、図書について予約のない場合に限り、２週間貸出しの延長ができるものとする。 

３  館長等は、必要に応じて、前項の貸出冊数及び期間を変更し、また、貸出期間内であっても 返

却を求めることができる。 

  （特別貸出し） 

第１１条  前条の規定にかかわらず、授業期以外の期間又は卒業論文、学位論文作成等のための図書

の貸出冊数及び期間は、その都度定める。 

  （貸出禁止資料） 

第１２条  第９条の規定にかかわらず、次の各号に掲げる資料は、貸出しをしないものとする。 

  (1) 貴重図書及びこれに準ずるもの 

  (2) 参考図書等で禁帯出として指定したもの 

  (3) 逐次刊行物（製本雑誌を除く。） 

 (4) その他館長等が指定したもの 

  （貸出しの予約） 

第１３条  本学の職員及び学生は、貸出しを希望する図書が既に貸出中のときは、所定の手続を経て、

貸出しの予約を申し込むことができる。 

  （転貸の禁止） 

第１４条  利用者は、貸出しを受けた資料を転貸してはならない。 

  （貸出資料の返却） 

第１５条  利用者は、貸出しを受けた資料を所定の期限までに必ず返却しなければならない。ただし、

第１０条第３項の規定により返却を求められたときは、直ちに返却しなければならない。 
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２ 利用者が貸出しを受けた資料を延滞して返却した場合は、その日から延滞日数に相当する期間、

資料の貸出しを停止する。 

３  職員又は学生がその身分を失ったときは、貸出しを受けた資料を直ちに返却しなければならない。 

   （教育・研究用貸出し） 

第１６条  部局、研究室等において、教育、研究のため常時必要とする資料（以下「教育・研究用資

料」という。）は、所定の手続を経て、貸出しを受けることができる。 

２ 教育・研究用資料は、貸出しを受けた者が管理の責任を負い、次の各号に該当するときは、返却

しなければならない。 

 （１）常時必要としなくなったとき。 

 （２）本学の職員でなくなったとき。 

 （３）その他館長等が返却を必要と認めたとき。 

   （教育・研究用資料の全学的利用） 

第１７条  教育・研究用資料の貸出しを受けた者は、教育・研究用資料を全学的な利用に供するため、

職員又は学生が希望する場合には、支障のない限り閲覧させなければならない。 

   （視聴覚資料等の利用） 

第１８条  職員及び学生は、教育、研究、学習等のため必要があるときは、図書館で管理している視

聴覚資料及び電子的資料を利用することができる。なお、利用方法については、各資料の購入時又

は契約時に定められた内容に従い、許可された条件下で利用するものとする。 

２  物理的形態を備える視聴覚資料及び電子的資料を利用するときは、所定の手続により申し込まな

ければならない。 

  （文献複写） 

第１９条  利用者は、教育、研究、学習等のため必要があるときは、図書館内で資料の複写及び撮影

（以下「複写等」という。）を図書館に依頼することができる。 

２  複写等を依頼するときは、所定の手続により申し込まなければならない。 

３  前項の規定にかかわらず、貴重図書の複写等の手続については、別に定める。 

４  複写等に要する経費の負担は、愛媛大学図書館文献複写細則の定めるところによる。 

  （参考調査） 

第２０条  職員及び学生は、教育、研究、学習等のため必要があるときは、参考となる学術情報の提供

及び資料の調査（以下「参考調査」という。）を図書館に依頼することができる。ただし、経費又は

多大な日時を要する等の場合は、依頼に応じられないことがある。 

  （相互利用） 

第２１条  職員及び学生は、教育、研究、学習等のため他の大学図書館等の資料の利用を希望すると

きは、所定の手続により、図書館に依頼することができる。 

２  前項に要する経費は、申込者が負担しなければならない。  
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３ 前２項により依頼し入手した資料の利用場所や複写及び複写物等に関する取扱いについては、本

学の規程に関わらず依頼先大学図書館等の定めによる。 

４ 本学以外の図書館等から参考調査及び資料の利用について依頼があったときは、学内の利用に支

障のない範囲でこれに応ずることができる。 

  （施設・設備の利用） 

第２２条  本学の職員及び学生は、教育、研究、学習等のため必要があるときは、図書館の施設・設

備を利用することができる。 

２  前項により施設・設備を利用するときは、所定の手続により申し込まなければならない。 

  （設備の館外持出し） 

第２３条  前条の設備は、特に館長等が必要と認めた場合以外は、館外に持ち出してはならない。 

  （規程等の遵守） 

第２４条  利用者は、この規程及び館長等の指示する事項を守らなければならない。 

  （利用の停止） 

第２５条  館長等は、前条の規定に違反した者に対し、一定の期間、図書館の利用を停止することが

できる。 

  （弁償責任） 

第２６条  利用者は、資料及び施設・設備を亡失又は損傷したときは、直ちに届け出て、弁償しなけ

ればならない。 

  （寄託資料） 

第２７条  寄託された資料の利用については、この規程によらないことができる。 

  （貸出資料の点検） 

第２８条  館長等は、必要に応じて、第９条及び第１６条による貸出中の資料を担当職員に点検させ

ることができる。 

  （雑則） 

第２９条  資料を利用者の閲覧に供するため資料の目録及びこの規程は利用者から確認可能な状態と

しておくものとする。 

第３０条 この規程に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項は、館長等が別に定める。 

    附 則     

  この規程は、平成１６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成１８年７月７日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。 

附 則 

 この規程は、平成１８年７月３１日から施行する。 
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   附 則 

 この規程は、平成２１年３月１７日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３０年１月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 

愛媛大学図書館図書管理要項 

                                 平成 16 年 4 月 1 日 

附属図書館長決裁                                                                           

 （目的） 

第 1 条 この要項は、愛媛大学（以下「本学」という。）に所蔵する図書の管理に関する基本的事項 

 を定め、図書の適切な管理を行い、教育、研究、学習活動等の発展に資することを目的とする。 

 （用語の定義） 

第 2 条 この要項において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号の定めるところによる。 

(1) 図書 教育、研究、学習等に必要な資料として、図書館が受入整理し、利用に供するものの 

うち、物品として管理が可能なものをいう。 

 (2) 管理 図書の登録、整理、保管、利用、点検、除籍、廃棄等を行うことをいう。 

 （管理責任者） 

第 3 条 図書の管理に関する責任者は館長とする。 

 （固定資産計上基準） 

第 4 条 図書は、次の各号に掲げるものを除き、国立大学法人愛媛大学会計規則第 31 条に規定する 

 固定資産に計上するものとする。 

 (1) 使用予定期間が 1 年未満である図書 

 (2) 事務用図書 
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2 前項各号の認定は、館長が行う。 

 （取得価額） 

第 5 条 図書の取得価額は、次の各号に定めるところによる。 

 (1) 購入した図書は、購入価額 

 (2) 受贈図書は、価額のあるものはその価額、価額のないものは別に定める評価額 

 (3) 合冊製本した図書は、製本費 

 (4) 自館製作によるものは、製作価額 

 (5) 古書は、時価評価額 

 （登録） 

第 6 条 第 4 条第 1 項により固定資産として計上する図書は、資料番号を付して登録するものとし、 

 且つ図書台帳（以下「台帳」という。）を作成し、保管しなければならない。 

2 逐次刊行物を製本した場合には、前項に準ずる。 

 （整理） 

第 7 条 前条により登録した図書は、所定の方法により整理するものとする。 

 （保管） 

第 8 条 整理が終った図書は、所定の場所に保管する。ただし、利用中の図書については、利用者が 

 管理の責任を負う。 

 （利用） 

第 9 条 図書の利用は、別に定める愛媛大学図書館利用規程による。 

 （蔵書点検） 

第 10 条 図書の蔵書点検は、定期的に行う。 

 （除籍） 

第 11 条 第 4 条第 1 項の図書のうち、次の各号の一に該当する場合は、除籍することができる。な 

 お、図書を除籍するときは、除籍図書リスト、及び別に定める申請書などにより、図書館委員会で 

 審議し、館長が決定する。 

 (1) 紛失図書（所在不明となって 3 年以上を経過したもの） 

 (2) 破損、汚損、摩耗等が甚だしく、補修不能な図書又は修理に要する費用が該当図書の購入よ 

  り高価である図書 

 (3) 必要冊数以上の重複図書 

 (4) 他の大学等での研究・教育の継続のため譲渡する図書 

 (5) その他館長が保存の必要がないと認めた図書 

2 前項第 1 号における所在不明の起算日は、蔵書点検結果又は届出等により、所在不明の事実が館 

 長に報告された日の翌日とする。ただし、職員の退職に起因する蔵書点検による所在不明の起算日 

 は、当該退職日の翌日とする。 

3 前 2 項の規定にかかわらず、科学研究費補助金等で取得した図書の返還に伴う除籍については、 

 別に定めるところによる。 

 （廃棄等） 

第 12 条 前条により除籍した図書については、館長の決裁を得て、廃棄、譲渡又は売却する。 
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 （雑則） 

第 13 条 この要項に定めるもののほか、図書の管理に関し必要な事項は、館長が定める。 

 

   附 則 

 この要項は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則  

 この要項は、平成 18 年 7 月 7 日から施行し、平成 16 年 4 月 1 日から適用する。 

   附 則 

 この要項は、平成 18 年 7 月 31 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成 20 年 11 月 28 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成 23 年 4 月 28 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

愛媛大学図書館貴重図書等取扱要領 

平成 16 年 4 月 1 日 

附属図書館長決裁 

 （趣 旨） 

第 1 条 この要領は、愛媛大学図書館（以下「図書館」という。）における貴重図書及び準貴重図書 

 （資料及び収蔵品を含む。以下「貴重図書等」という。）の指定及び取扱いに関し、必要な事項を 

 定めるものとする。 

 （指 定） 

第 2 条 貴重図書の指定は、愛媛大学図書館貴重図書指定基準により愛媛大学図書館委員会の議を経 

 て館長が行うものとする。 

2 前項に規定するもののほか、館長が貴重図書に準ずる取扱いをすることが適当であると認めたも 

 のについては、準貴重図書として取り扱うものとする。 

 （保 管） 

第 3 条 貴重図書等の保管は、次の各号によるものとする。 

 (1)貴重図書等は、貴重資料室において保管するものとする。 

 (2)貴重図書等は、必要に応じ、帙、袋、箱等に収納の上、防湿等の措置を施して保管するものと 

  する。 

 (3)貴重図書等にラベルの貼付等を行う際は、書誌的に重要な箇所を避け、かつ原形を損なうこと 
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  のないよう注意する。 

 （利 用） 

第 4 条 貴重図書等の利用は、次の各号によるものとする。 

 (1)貴重図書等は、原則として複製（電子的複製を含む。以下同じ。）し、利用に供するものとす 

  る。 

 (2)貴重図書等の利用にあたっては、複製し公開された資料（電子的複製物を含む。）を閲覧する場 

  合を除き、次条による利用申請を行い、許可を受けるものとする。 

 （利用申請） 

第 5 条 貴重図書等の閲覧、複写、撮影、影印、翻刻、掲載又は出陳を願い出る者は、原則として利 

 用日の 1 週間前までに利用申請書（別紙様式 1）を館長に提出し、その許可を受けなければならな 

 い。 

 （許可の基準等） 

第 6 条 館長は、前条による利用申請があった場合には、次の各号のいずれかに該当する場合、許可 

 をするものとする。 

 (1)学術研究又は教育に係る事業の用途に供することを目的とする場合 

 (2)公共性のある報道機関の事業で館長が適当と認める場合 

 (3)その他館長が適当と認める場合 

2 前項において、館長が学長の承認を要すると判断した場合は、事前に学長の承認を得るものとす 

 る。 

3 館長は、次の各号のいずれかに該当する場合、許可をしないものとする。 

 (1)貴重図書等の保存に悪影響を及ぼすおそれがある場合 

 (2)図書館業務の適正かつ円滑な運営をする上で不適当な用途に利用する場合 

 (3)著作権、所有権、肖像権その他これに類するものを侵害するおそれがある場合 

 (4)その他貴重図書等の利用を許可することが適当でない場合 

4 第 1 項の許可は、許可書（別紙様式 2）を交付して行うものとする。 

 （許可の条件） 

第 7 条 館長は、許可を行う場合には、次の各号に掲げる条件を付すものとする。 

 (1)貴重図書等の利用は、図書館が指定する方法及び場所で行うものとし、指定された方法及び場 

  所以外での利用を禁止すること。 

 (2)複写又は撮影は、職員の立会いのもとに行い、資料を損傷しないよう特に注意すること。 

 (3)利用目的以外に使用しないこと。 

 (4)無断で再複製しないこと。 

 (5)論文、著作物等への引用又は複写物の展示等には、図書館所蔵の旨を明示すること。 

 (6)影印、翻刻、掲載により出版を行うときは、当該刊行物 1 部を図書館に寄贈すること。 

 (7)撮影に伴うネガフィルム・電子データ等は、図書館に寄贈すること。 

 (8)撮影で生成したデータ等は無断で改変しないこと。 

 (9)貴重図書等を損傷した場合は、原状回復又は当該損害の額に相当する金額を弁償すること。 

 (10)著作権に関する一切の責任を負うこと。 
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2 館長は、前項各号に掲げる条件のほか、必要と認める条件を付すことができる。 

 （利用料） 

第 8 条 利用者は、利用料（複写料を除く。以下同じ。）を納付しなければならない。 

2 前項の利用料の額は、別表の定めるところによる。ただし、復刻出版など館長がこれにより難い 

 と認める場合は、当該利用の性質を勘案して利用料の額を別に定めることができる。 

3 利用料は、原則として当該利用の 3 日前までに、本学の発行する請求書により本学が指定する銀 

 行口座に納付しなければならない。 

 （利用料の返還） 

第 9 条 既納の利用料は、返還しない。ただし、図書館の都合により、第 6 条の許可を変更又は取り 

 消した場合は、利用料の全額又は一部を返還することができる。 

 （利用料の免除） 

第 10 条 次の各号に該当する場合は、第 8 条第 1 項の規定にかかわらず、利用料を免除することが 

 できる。 

 (1)国、地方公共団体、国立大学法人又は独立行政法人が行う学術研究、教育又は文化に係る事業 

  の用途に供することを目的とする場合 

 (2)学校又は本学の研究及び教育の用途に供することを目的とする場合 

 (3)営利を目的としない学術研究又は教育に係る事業の用途に供することを目的とする場合 

 (4)公共性のある報道機関の事業で本学の広報普及に役立つと認められる場合 

 (5)その他館長が特に認める場合 

 （損害弁償） 

第 11 条 利用者は、貴重図書等を損傷した場合は、その損害を弁償しなければならない。ただし、 

 館長がやむを得ない事情があると認める場合は、この限りでない。 

 （雑 則） 

第 12 条 この要領に定めるもののほか、貴重図書等の取扱いに関し必要な事項は、館長が別に定め 

 る。 

 

   附 則 

 この要領は、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成 16 年 11 月 16 日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成 18 年 7 月 7 日から施行し、平成 18 年 4 月 1 日から適用する。 

   附 則 

 この要領は、平成 19 年 11 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成 24 年 5 月 30 日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、平成 26 年 4 月 1 日から施行する。 
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   附 則 

 この要領は、平成 29 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要領は、令和元年 10 月 1 日から施行する。 

 

愛媛大学図書館寄贈資料受入要項 

                           平成 18 年 1 月 27 日 

附属図書館長決裁 

  （目的） 

第 1 条 この要項は、愛媛大学図書館に寄贈される資料（以下「寄贈資料」という。）の受入れ 

について必要な事項を定め、適正な管理運用することを目的とする。 

 （寄贈資料として受け入れる資料） 

第 2 条 寄贈資料として受け入れる資料は、次の各号に掲げるものとする。 

 （1） 学術的資料価値が高く、愛媛大学（以下「本学」という。）の教育、研究、業務にとっ 

て有意義と認められるもの 

 （2） 本学の教員等の著作物 

 （3） 本学の刊行物 

 （4） 本学を紹介しているもの 

 （5） 旧制松山高等学校に関するもの 

 （6） 郷土資料や県内の歴史・文化に関係するもの 

 （7） 科学研究費等により購入したもの 

 （8） 本学の学位論文等 

 （9） 官公庁及び他大学の刊行物、報告書等 

 （10） その他館長が必要と認めたもの 

 （寄贈資料として受け入れない資料） 

第 3 条 次の各号に該当する資料は、原則として寄贈資料として受け入れない。 

 （1） 本学に既に所蔵しているもので複本の必要のないもの 

 （2） 寄贈のための条件や利用制限が課せられるもの 

 （3） 広告、宣伝等を目的とするもの 

 （4） 営利団体、宗教団体、政治団体等の活動に関するもの 

 （5） 個人が出版した小説、詩集、句集、随筆、図画等の著作物 

 （6） 漫画、コミック等、通俗的娯楽に供するもの 

 （7） パンフレット、カタログ類や季節的な行事に関する雑報 

 （8） 汚損や破損の補修に費用を必要とするもの 

 （9） 個人的に複製した視聴覚資料及び電子的資料 

 （10） その他館長が適当でないと判断したもの 
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 （寄贈資料の価格） 

第 4 条 寄贈資料の価格は、次の各号によるものとする。 

 （1） 価格表示のあるものは、当該価格 

 （2） 非売品や価格表示のないものは、類似資料の価格を参考として算出した評価額 

 （3） 古文書類は、古書店業界の時価を参考として算出した評価額 

 （4） その他価格が算出できないものは、備忘価格（1 円）とする。 

 （寄贈の手続き） 

第 5 条 寄贈を希望する者は、事前に館長に寄贈資料リスト等を提出し、承認を受けなくてはな 

らない。ただし、少数の図書を寄贈する者は、当該手続を省略することができる。 

 （礼状等の交付） 

第 6 条 館長は、寄贈資料を受け入れた場合は、寄贈者に対し受領書や礼状等を交付する。ただ 

し、特に寄贈者から申出のないときは省略することができる。 

 （配置場所） 

第 7 条 寄贈資料は、定められた館内の配架位置に混配し、別置しない。 

 （貴重図書） 

第 8 条 貴重図書の取扱いは、別に定めるものとする。 

 （廃棄等） 

第 9 条 第 3 条に規定する受け入れない資料については、返本の申出がある場合を除き、廃棄する。 

  

   附 則 

 この要項は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成 18 年 7 月 7 日から施行し、平成 18 年 4 月 1 日から適用する。 

 

愛媛大学機関リポジトリ管理運営要項 

                           平成 25 年 4 月 1 日 

図書館長裁定 

  （趣旨） 

第 1 条 この要項は、愛媛大学機関リポジトリ規程（以下「規程」という。）第 8 条の規定に基 

づき、愛媛大学機関リポジトリ（以下「リポジトリ」という。）の管理運営に関し、必要な事 

項を定めるものとする。 

 （登録対象コンテンツ） 

第 2 条 規程第 6 条に定める登録対象のコンテンツは、別表第 1 に掲げるものとする。 

 （登録手続） 

第 3 条 規程第 5 条各号に定める者でリポジトリにコンテンツの登録を希望する者（以下「登録申請

者」という。）は、リポジトリ登録申請・公開許諾書（別紙様式 1、別紙様式 2 又は別紙様式 3）

を統括責任者に提出し、許可を得るものとする。ただし、過去に在籍したことがある者が許可を
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得ようとする場合は、リポジトリ登録申請者の在籍確認書（別紙様式 4）を併せて提出するもの

とする。 

 （コンテンツの利用） 

2 コンテンツの登録は、前項の許可を受けた登録申請者が登録システムを通じて行うものとする。 

 ただし、必要に応じ、統括責任者に登録を委任することができる。 

第 4 条 統括責任者は、登録を許可したコンテンツを次に掲げる方法により利用するものとする。 

  （1） ネットワークを通じて、登録コンテンツを無償で公開すること。 

  （2） 安定的かつ円滑な利用環境を保持し、及びセキュリティの確保を図るために、複製し、媒体

変換を行い、及びバックアップファイルを作成すること。 

  （著作権に係る利用許諾） 

第 5 条 登録申請者は、コンテンツの登録に際して、前条に規定するコンテンツの利用について、次

のとおり利用許諾手続きを行うものとする。 

 （1）著作権が登録申請者のみに帰属している場合は、登録申請者は、前条に規定するコンテンツ

の利用について、統括責任者に許諾するものとする。 

 （2） 著作権が複数の者に帰属する場合又は登録申請者以外の者に帰属する場合は、登録申請者

は、前条に規定するコンテンツの利用について、あらかじめ他の著作権者の利用許諾を得るもの

とする。ただし自ら許諾を得ることが困難な事情がある場合は、統括責任者に委任することがで

きる。 

  （著作権の帰属） 

第 6 条 コンテンツがリポジトリに登録された後も、著作権は著作権者の元に留保される。 

  （コンテンツの変更又は削除） 

第 7 条 統括責任者は、次のいずれかに該当する場合は、登録されたコンテンツを変更又は削除する

ことができる。 

 （1） 登録申請者から変更又は削除の申請があった場合 

 （2） 愛媛大学図書館委員会において変更又は削除することが適当であると判断した場合 

 （免責事項） 

第 8 条 登録されたコンテンツの内容に関する責任は、当該登録申請者が負うものとする。 

2 本学は、登録されたコンテンツの利用によって生じた利用者のいかなる損害・不利益についても、

一切責任を負わないものとする。 

 （雑則） 

第 9 条 この要項に定めるもののほか、リポジトリの管理運営に関し必要な事項は、統括責任者が別

に定める。 

  

   附 則 

 この要項は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

   附 則 

 この要項は、平成 28 年 7 月 1 日 から施行する。 
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 別表第１（第２条関係） 

     本学における教育研究活動の学術成果としてのコンテンツ 

    種   別            定             義 

 学術雑誌論文   

 研究・調査報告書  研究報告・調査報告（科学研究費補助金等外部資金による研究成

果を含む。）、教育関係成果報告、ワーキングペーパー等 

 学位論文  修士・博士 

 紀 要  全体又は個々の論文等 

 会議資料  予稿・発表資料・会議録 

 教材・テキスト  本学における授業で使用するために作成されたもの 

 図 書  全部又は一部 

 その他  学部刊行ジャーナル他統括責任者が認めたもの 

 

愛媛大学オープンアクセス方針 

                                             令和 3 年 11 月 17 日   

                                                制       定                                                                                       

  （趣旨） 

第 1 条 愛媛大学（以下「本学」という。）は、「愛媛大学憲章」に基づき、研究成果を国内外に 広く 

 発信することにより、学術研究のさらなる発展とイノベーションの創出に寄与する とともに、研 

究成果の透明性を確保し、社会に対する説明責任を果たすことを目的とし て、オープンアクセス 

に関する方針を以下のように定める。 

（研究成果の公開） 

第 2 条 本学は、出版社、学会及び学内部局等が発行する学術雑誌等に掲載された本学の研究者の研 

究成果を、「愛媛大学機関リポジトリ」（以下「リポジトリ」という。）等によって公開する。ただ 

し、研究成果の著作権は、本学には移転しない。 

 （適用の範囲） 

第 3 条 本方針は、施行日以降に公表された研究成果に適用するものとし、施行日前に公表された研 

究成果についても公開を推奨する。ただし、施行日前に本方針と相反する契約を締結した研究成果 

には、本方針を適用しない。 

 （適用の除外） 

第 4 条 本学は、著作権及び知的財産権等の理由、その他研究遂行上の支障等の理由により公開が不 

適切であると判断される場合は、当該研究成果を公開しない。 

 （リポジトリへの登録・公開等） 

第 5 条 研究成果のリポジトリへの登録・公開、公開後のデータ利用等に関する事項の取り扱いにつ 

いては、「愛媛大学機関リポジトリ管理運営要項」に定めるところによる。 

 （その他） 
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第 6 条 本方針に定めるもののほか、オープンアクセスに関する必要な事項は、関係者間で協議して 

定める。 

  

   附 則 

 本方針は、令和 4 年 4 月 1 日から施行する。 
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沿革 

昭和 24 年 5 月 松山高等学校、愛媛師範学校、愛媛青年師範学校、新居浜工業専門学校を母体に

愛媛大学が設置され、同時に附属図書館を設置、併せて教育学部分館及び工学部

分館が設置された 

25 年 4 月 

 

7 月 

事務長制のもと 5 係で業務を開始（本館・文理学部分館：庶務係、司書係/教育学

部分館：庶務司書係、教育課程文庫文庫係/工学部分館：庶務司書係） 

教育学部分館内に「教育課程文庫」設置が認可された 

28 年 4 月 組織替えし、6 係となる（中央館：管理係、目録係、閲覧係/教育学部分館：図書

係、教育課程文庫係/工学部分館：図書係） 

29 年 4 月 愛媛県立松山農科大学の国立移管によって農学部が設置され、併せて農学部分館

が設置され、農学部分館図書係として農学部の図書館業務を開始 

38 年 8 月 工学部が新居浜市から城北地区へ移転したことに伴い、工学部分館も移転 

39 年 3 月 

5 月 

附属図書館本館新営工事竣工(1･2 階部分が図書館 3･4 階は教官研究室) 

附属図書館の持田地区から城北地区への移転に伴い、教育学部分館、工学部分館

を統合、附属図書館本館が開館、併せて事務統合（附属図書館：総務係、受入係、

目録係、閲覧係、参考調査係、教育課程文庫係/農学部分館：図書係） 

40 年 3 月 教育課程文庫係を廃止 

43 年 11 月 農学部校舎の一部に農学部分館が新営 

44 年 3 月 教育課程文庫の廃止 

46 年 11 月 農学部分館増築工事（書庫の増築） 

48 年 9 月 

12 月 

医学部の設置に伴い、医学部図書館が設置された 

本館の増築及び改修工事（東側中庭に閲覧室２層と、書庫北側に書庫４層を増築） 

49 年 11 月 重信地区に医学部基礎研究棟の完成と同時に医学部図書館も研究棟１階に移転 

50 年 4 月 医学部図書係として医学部の図書館業務を開始 

52 年 4 月 医学部図書館が医学部学務課図書整理係、図書運用係の２係となる 

53 年 3 月 

9 月 

 

10 月 

医学部図書館新営工事竣工 

本館で日曜・休日開館を開始、平日の開館時間を午後９時まで延長。農学部分館

も開館時間を延長 

医学部図書館を医学部分館として組織替え。同分館は整理係、運用係の２係で業

務開始 

56 年 3 月 

4 月 

 

12 月 

本館で増築及び改修工事（４階に視聴覚室及び準備室を増築、１階事務室を拡張） 

部課制を導入、２課８係となった（整理課：総務係、受入係、目録係、医学部分館

整理係、農学部分館図書係/閲覧課：閲覧係、参考調査係、医学部分館運用係） 

愛媛県教育委員会及び愛媛県立図書館と「学外者の利用に関する申し合わせ」締

結 

58 年 3 月 

4 月 

本館で増築工事（西側中庭に書庫６層を増築） 

情報処理センターの電算機を利用し、閲覧システムの運用を開始 
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59 年 2 月 

 

4 月 

本館で増築及び改修工事（3 階及び 4 階の間仕切り撤去、整理課事務室を４階に

移動） 

情報処理センターの電算機を利用し、雑誌受入システムの運用を開始 

60 年 4 月 

10 月 

閲覧課に学術雑誌係を新設 

図書館専門員を新設 

61 年 10 月 ローカル ILL システムの運用を開始 

63 年 2 月 

3 月 

 

4 月 

10 月 

図書館専用機として FACOM K-270R を導入 

学術情報センターと接続し、目録所在情報サービスを利用しての目録システムの

運用を開始 

課の名称を変更、整理課を情報管理課に閲覧課を情報サービス課に変更 

図書館専用機を FACOM K-300R に更新 

平成元年 3 月 

4 月 

OPAC 運用を開始 

システム管理係の新設及び係名称変更と医学部分館の２つの係を情報サービス課

へ統合（情報管理課：総務係、図書係、雑誌係、システム管理係/情報サービス課：

閲覧係、参考調査係、医学部分館資料係、同運用係、農学部分館資料係）図書館専

用機で図書受入システムの運用を開始 

2 年 1 月 

12 月 

学術情報センターのノードを本館内に設置 

閲覧システムを図書館専用機に移行 

4 年 1 月 

4 月 

雑誌受入システムを図書館専用機に移行 

NACSIS-ILL システムの利用を開始。同時にローカル ILL システムの移行 

5 年 8 月 図書館専用機で蔵書管理システムの運用を開始、これで図書館業務のほぼ全てを

電算化 

6 年 3 月 

4 月 

 

 

10 月 

農学部分館で増築及び改修工事 

係名称を変更（情報管理課：図書係→図書情報係、雑誌係→雑誌情報係）/情報サ

ービス課：閲覧係→資料サービス係、参考調査係→学術情報係、医学部分館資料

係→同分館資料情報係、医学部分館運用係→同分館情報サービス係、農学部分館

資料係→同分館情報サービス係） 

医学部分館に自動入館システムを設置 

7 年 4 月 

8 月 

平成 7 年度入学生から学生証と図書館利用証が一体化 

附属図書館ホームページを公開 

8 年 1 月 

3 月 

10 月 

インターネット版コンテンツサービスを開始 

CD-ROM サーバの導入 

「句碑めぐり」を Web で公開 

9 年 11 月 本館の開館時間を午後 10 時までに延長 

10 年 2 月 

9 月 

クライアントサーバ形式の図書館システムを導入 

電子ジャーナルリンクサービスの開始 

11 年 1 月 Web 版 ILL 申込受付を開始 

12 年 10 月 デジタルコンテンツ研究会を設置 
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13 年 3 月 

4 月 

10 月 

芸予地震（震度 5 強）による被害 

芸予地震災害の記録を Web で公開 

「西條誌稿本」を CD-ROM 化及び Web で公開 

14 年 9 月 図書館 Web サービスを開始 

15 年 1 月 

 

5 月 

6 月 

 

10 月 

職員証による図書館利用証への切り替え 

「江嶋家文書」を CD-ROM 化及び Web で公開 

Web 版研究用図書購入申込を開始 

『「江嶋家文書」の電子化及び CD-ROM 化と地域連携』により、平成 15 年度国

立大学図書館協議会賞を受賞 

農学部分館改修工事・24 時間開館（3 回生以上）開始 

16 年 4 月 

11 月 

国立大学法人愛媛大学附属図書館 

附属図書館事務部が学術情報部に改組（情報管理課→学術情報課、情報サービス

課→図書館サービス課） 

18 年 4 月 学則改正による名称変更（附属図書館図書館、本館中央図書館） 

組織再編に伴い学術情報部が廃止され，図書館事務課に改組 

20 年 3 月 図書館棟耐震・改修工事竣工 

23 年 4 月 愛媛地区共同リポジトリの運用開始 

25 年 3 月 

4 月 

中国の天津外国語大学と図書館間の交流に関する覚書を締結 

愛媛大学機関リポジトリの運用開始 

図書館イメージキャラクターの制定 

26 年 2 月 

3 月 

5 月 

台湾の国立高雄第一科技大学と図書館間の交流に関する覚書を締結 

医学部分館耐震･増築･改修工事竣工 

中央図書館での延長開館（平日 23 時 30 分まで、土・日・休日 19 時まで）の開始 

27 年 4 月 ディスカバリーサービス（Primo）導入 

28 年 3 月 

6 月 

中央図書館に入館管理システム導入 

国立国会図書館デジタル化資料送信サービス開始 

30 年 1 月 

2 月 

3 月 

4 月 

 

7 月 

11 月 

電子ジャーナルパッケージ解体（Springer、Wiley） 

農学部分館の 24 時間開館中止 

2020 年に向けた愛媛大学図書館ビジョン策定 

中央図書館での延長開館（平日 23 時まで、土・日・祝日 20 時まで）の変更 

電子ジャーナルパッケージ解体（Elsevier） 

西日本豪雨により農学部分館地下書庫浸水 

国立国会図書館「歴史的音源（れきおん）」サービス開始 

令和 2 年 3 月 新型コロナウイルスによるサービス縮小 

3 年 3 月 図書館ホームページのリニューアル 

4 年 4 月 「愛媛大学オープンアクセス方針」施行(制定：令和 3 年 11 月 17 日) 
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歴代図書館長・分館長 

図書館長 

1. 大植登志夫（文理）  昭和 24.8.31  ～ 昭和 27.6.9  

2. 川本 正良（文理）   昭和 27.6.10  ～ 昭和 29.6.9  

3. 橋本 吉郎（文理）  昭和 29.6.10  ～ 昭和 30.6.30 

4. 井手淳二郎（文理）  昭和 30.7.1   ～ 昭和 33.3.30 

5. 三好助三郎（文理）  昭和 33.3.31  ～ 昭和 37.9.30 

6. 鍵谷 正男（文理）  昭和 37.10.1  ～ 昭和 41.9.30 

7. 武智 雅一（文理・法文） 昭和 41.10.1  ～ 昭和 45.9.30 

8. 中島 千秋（法文）  昭和 45.10.1  ～ 昭和 49.3.31 

9. 蒲池 文雄（教育）  昭和 49.4.1   ～ 昭和 53.3.31 

10. 三崎 敬之（法文）  昭和 53.4.1   ～ 昭和 55.3.31 

11. 星島 一夫（法文）  昭和 55.4.1   ～ 昭和 60.11.4 

坂上  英(学長：事務取扱) 昭和 60.11.5  ～ 昭和 60.12.15 

12. 曽山 義朗（工）  昭和 60.12.16 ～ 平成元.12.15 

13. 渡邊  孟（医）  平成元.12.16  ～ 平成 3.12.15 

14. 池田 忠生（教養）  平成 3.12.16  ～ 平成 5.12.15 

15. 高島庸一郎（医）  平成 5.12.16  ～ 平成 9.3.31 

16. 小西 永倫（農）  平成 9.4.1    ～ 平成 11.3.31 

17. 柏谷 増男（工）  平成 11.4.1   ～ 平成 15.3.31 

18. 藤川 研策（法文）  平成 15.4.1   ～ 平成 16.3.31 

19. 讃岐 幸治（教）  平成 16.4.1   ～ 平成 18.2.28 

20. 伊藤 昌春（医）  平成 18.3.1   ～ 平成 21.3.31 

21. 小淵  港（法文）  平成 21.4.1   ～ 平成 24.3.31 

22. 赤間 道夫 (法文)  平成 24.4.1   ～ 平成 27.3.31 

23. 清水  史 (法文)  平成 27.4.1   ～ 平成 30.3.31 

24. 神楽岡幼子 (法文)  平成 30.4.1   ～ 令和 3.3.31 

25. 佐藤 智秋（法文）  令和 3.4.1  ～ 現在 

 

医学部分館長 

1. 小林  譲   昭和 53.10.1  ～ 昭和 55.9.30 

2. 四宮 孝昭   昭和 55.10.1  ～ 昭和 59.9.30 

3. 志賀  健   昭和 59.10.1  ～ 昭和 63.9.30 

4. 三木 吉治   昭和 63.10.1  ～ 平成元.9.30 

5. 渡邊  孟   平成元.10.1  ～ 平成元.12.15 

6. 恒川 謙吾   平成元.12.16 ～ 平成 3.3.31 

7. 西田  弘   平成 3.4.1    ～ 平成 5.3.31 
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8. 高島庸一郎   平成 5.4.1    ～ 平成 5.12.15 

9. 内海  爽   平成 5.12.16  ～ 平成 7.12.15 

10. 植田 規史   平成 7.12.16  ～ 平成 9.2.28 

11. 鳥居 本美   平成 9.3.1    ～ 平成 13.2.28 

12. 貴田 嘉一   平成 13.3.1   ～ 平成 17.2.28 

13. 新井 達潤   平成 17.3.1   ～ 平成 18.7.31 

14. 小西 正光   平成 18.8.1   ～ 平成 19.12.31 

15. 山本 晴康   平成 20.2.1   ～ 平成 22.1.31 

16. 大澤 春彦   平成 22.2.1   ～ 平成 24.1.31 

17. 望月 輝一   平成 24.2.1   ～ 平成 26.1.31 

18. 高田 泰次   平成 26.2.1   ～ 平成 28.3.31 

19. 上野 修一   平成 28.4.1   ～ 令和 2.3.31（副館長：平成 29.4.1～令和 2.3.31） 

20. 雑賀 隆史   令和 2.4.1  ～ 令和 4.3.31（副館長：令和 3.4.1～令和 4.3.31） 

21. 白石 敦    令和 4.4.1    ～ 現在 

 

農学部分館長 

1. 玉井虎太郎   昭和 29.4.1   ～ 昭和 32.3.31 

2. 品川 孝雄   昭和 32.4.1   ～ 昭和 35.10.31 

3. 津島  博   昭和 35.11.1  ～ 昭和 37.10.31 

4. 石原  保   昭和 37.11.1  ～ 昭和 41.10.31 

5. 前川 一之   昭和 41.11.1  ～ 昭和 43. 5.31 

6. 松島 良雄   昭和 43.6.1   ～ 昭和 43.10.31 

7. 川合 通資   昭和 43.11.1  ～ 昭和 45.10.31 

8. 渡辺 博恭   昭和 45.11.1  ～ 昭和 47.10.31 

9. 松本 和夫   昭和 47.11.1  ～ 昭和 49.10.31 

10. 徳増  智   昭和 49.11.1  ～ 昭和 53. 5.10 

11. 荒牧 利武   昭和 53.5.11  ～ 昭和 55.10.31 

12. 徳増  智   昭和 55.11.1  ～ 昭和 59.10.31 

13. 稲岡  恵   昭和 59.11.1  ～ 昭和 61.10.31 

14. 伏見 知道   昭和 61.11.1  ～ 平成 4.10.31 

15. 久守 藤男   平成 4.11.1   ～ 平成 6.10.31 

16. 西頭 徳三   平成 6.11.1   ～ 平成 7.5.31 

17. 宮内 定基   平成 7.6.1    ～ 平成 10.10.31 

18. 逸見 彰男   平成 10.11.1  ～ 平成 12.10.31 

19. 安部 武美   平成 12.11.1  ～ 平成 16.10.31 

20. 橘   燦郎   平成 16.11.1  ～ 平成 20.10.31 

21. 水谷 房雄   平成 20.11.1  ～ 平成 22.10.31 

22. 胡   柏   平成 22.11.1  ～ 平成 24.10.31 
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23. 原田  光   平成 24.11.1  ～ 平成 26.3.31 

24. 野並  浩   平成 26.4.1   ～ 平成 31.3.31 

25. 胡   柏   平成 31.4.1   ～ 令和 3.3.31（副館長：令和 2.4.1～令和 3.3.31） 

26. 板橋  衛   令和 3.4.1  ～ 令和 3.12.31 

27. 橘  哲也     令和 4.1.1  ～ 現在（副館長：令和 4.4.1～令和 5.3.31） 

令和 4年度各種委員会 

図書館委員会委員 

館長    教授 佐藤 智秋 令和 3.4.1 ～ 令和 6.3.31 

副館長    教授 橘  哲也 令和 4.4.1  ～ 令和 5.3.31 

医学部分館長  教授 白石  敦 令和 4.4.1  ～ 令和 6.3.31 

農学部分館長  教授 橘  哲也 令和 4.1.1  ～ 令和 5.3.31 

法文学部   教授 楢林 建司 令和 3.4.1  ～ 令和 5.3.31 

教育学部   准教授 青木 亮人 令和 3.4.1  ～ 令和 5.3.31 

社会共創学部  准教授 李  賢映 令和 4.4.1  ～ 令和 6.3.31 

理学部    教授 佐藤  康 令和 3.4.1  ～ 令和 5.3.31 

医学部    教授 茂木 正樹 令和 3.4.1  ～ 令和 5.3.31 

工学部    准教授 山口 修平 令和 3.4.1  ～ 令和 5.3.31 

農学部    准教授 間々田理彦 令和 4.4.1  ～ 令和 6.3.31  

図書館事務課  課長 仙波 行茂 令和 2.4.1  ～  

その他の委員会委員 

  自己点検・評価委員会 図書選定委員会 

館長 佐藤 智秋 佐藤 智秋 

副館長 橘  哲也  

医学部分館長 白石  敦  

農学部分館長 橘  哲也  

法文学部 楢林 健司 楢林 健司 

教育学部 青木 亮人 青木 亮人 

社会共創学部 李  賢映 李  賢映 

理 学 部 佐藤  康 佐藤  康 

医 学 部  茂木 正樹 

工 学 部 山口 修平 山口 修平 

農 学 部  間々田 理彦 

教育・学生支援機構  髙橋 平德 

図書館事務課長 仙波 行茂 仙波 行茂 

図書館副課長 上山 朋子  

図書館副課長 福居 みのり  
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図書館システム 

図書館システムは、クライアントサーバ形式分散処理システムで、図書館資料の発注、受入、目録

作成、貸出・返却、ILL、機関リポジトリ等の図書館業務全般を処理しています。本システムは、国立

情報学研究所と接続して全国総合目録 DB の構築や ILL システムにも参加しています。本 OPAC 及

び機関リポジトリは、図書館内の PC のほか、学内外から、インターネットによりアクセスすること

ができます。 

 

 

                                 （令和 4年 5月 1日現在） 

 

 

 

NII 

愛媛大学 

iLiswave-J 

図書 雑誌 

閲覧 

(貸出･返却他) 
蔵書検索 ILL 

CAT ILL 

中央図書館 

・サーバ    

・蔵書検索 PC   

・業務用 PC     

・プリンター 
医学部分館 

・蔵書検索用 PC  

・業務用 PC 

・プリンター 

農学部分館 

・蔵書検索 PC  

・業務用 PC 

・プリンター 

 2 

 5 

23 

 3 

 2 

 6 

 1 

 2 

 5 

 1 

教育用 PC 36 

プリンター 1   

教育用 PC 13   

教育用 PC  8   
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施設平面図（令和 4年 3月 31日現在） 

中央図書館 

2 階 

 

3 階 

 

4 階 

 

 

 

書庫 

書庫 

書庫 

3F1 閲覧室 

（語学・文学系図書） 

3F2 閲覧室 

3F3 閲覧室 

（自然・工学系図書） 

3F4 閲覧室 

2F1 閲覧室 

（参考図書） 

サービスカウンター 

2F2 閲覧室 

（人文・社会系図書） 

新着雑誌 

新聞 

バックナンバー 

当日新聞 

4F1 閲覧室 

グループ学習室 

子規の部屋 

視聴覚室 

入館ゲート 

マルチメディアコーナー 
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医学部分館 

1 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス 

カウンター 

・事務室 

会議室 新聞 

入口 

パソコン 

ルーム 

グループ学習室 

新着雑誌  教員推薦   マルチ 

メディア 

 

看護図書 

 

医学図書 

 

 

参考図書 

 

雑誌バック 

ナンバー 

書庫 

ICT 

学習室 
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農学部分館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

書庫 

書庫 

2 階 

1 階 
グループ

学習室 入口 

和雑誌 

開架図書 

参考図書 新着雑誌 

事務室 

分館長室 

サービス 

カウンター 

新聞 

参考図書 

学位論文 

アクティブ 

ラーニング 

スペース 
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所在地・電話番号 

中央図書館 

 

〒790-8577 愛媛県松山市文

京町３番 

TEL 089-927-8835(代表) 

FAX 089-927-8847 

 

 

医学部分館 

 

〒791-0295 愛媛県東温市志

津川 

TEL 089-960-5480(代表)  

FAX 089-960-5484 

 

農学部分館 

 

〒790-8566 愛媛県松山市樽

味３丁目５番７号 

TEL 089-946-9914(代表) 

FAX 089-947-2466 

 

 

 

正門 

法文学部 

大学会館 

正門 

正門 

医学部 

附
属
病
院 
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